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──────────────────────────────────────────── 

◎開会の宣告 

○議長（前田武久君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は９人です。定足数に達していますので、ただいまから令和６年第５

回鮫川村議会定例会を開会いたします。 

  なお、報道機関及び職員に写真の撮影を許可しておりますので、ご了承願います。 

（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（前田武久君） これから本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（前田武久君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

──────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（前田武久君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告を事務局長にさせます。 

  事務局長、古舘甚子君。 

○議会事務局長（古舘甚子） 諸般の報告をいたします。 

  本議会に、村長及び教育委員会教育長、代表監査委員に出席を求めました。 

  次に、代表監査委員より例月出納検査結果及び令和５年度決算等審査結果の報告がありま

したので、その写しを配付してあります。 

  ７月30日、東白衛生組合第２回臨時会が開催され、組合議会議員、森田重男議員より、別

紙のとおり議会結果の報告がありましたので、その写しを配付しました。 

  また、８月８日、白河地方広域市町村圏整備組合議会定例会が開催され、組合議会議員の

議長、副議長より、別紙のとおり議会結果の報告がありましたので、その写しを配付しまし

た。 

  受理しました請願・陳情は、お手元に配付しました請願・陳情等文書表のとおりでありま

す。 

  議員派遣、出張関係であります。お手元に配付しました報告書に概要を記載してあります

ので、これをもって報告といたします。 
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  なお、村長より行政報告書が提出されましたので、その写しを配付しました。 

  以上であります。 

○議長（前田武久君） これで諸般の報告は終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎村長挨拶 

○議長（前田武久君） 日程第１、村長より挨拶の申出がありましたので、発言を許します。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） 皆さん、おはようございます。 

  令和６年９月定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私にわた

りご多用のところご参集賜り誠にありがとうございます。 

  本定例会の開催に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

  朝夕、少しずつ秋の訪れが感じられる季節を迎え、四方に目を移しますと、黄金色に実っ

た稲穂が収穫の時期を待つかのように頭をもたげ、小鳥や昆虫がその恵みを謳歌するように

周りを乱舞する光景を見ますと、里山の恵み、恩恵によって命を育んできた私たちにとって、

その営みに感謝し、後世に守ってはいかなければならない田園風景であると痛感させられま

す。 

  今、就農者の高齢化、後継者不足により、耕作放棄地が年々増え、その対応、対策は里山

景観を維持管理していく上でも大変大切な施策だと捉えております。村では、若者への新規

就農者支援、未来へつなぐ多様な農業担い手応援事業などにより、農業人口の維持拡充のた

めの事業を展開しているところであり、今議会の補正予算におきましても機械等導入支援に

対しまして申請者数が当初の見込みより上回り、増額補正したところであります。 

  今定例会の一般質問にも多くありました農業施策、そして、環境の整備や村の美しい景観

を守るとともに、命の源であります安全・安心な食の供給のためにも大変重要であると考え

ますので、中山間地域等直接支払制度と併せて対応してまいります。 

  また、将来の村を担う子供たちへの支援、育成も大変大切であると考えます。私は村長就

任後いち早く給食費の無償化、各教科の検定料の全額支援、そして、現在進めております幼

保小中義務教育学校の早期設立に向けて公立学校等複合施設基本設計事業費8,000万、プロ

ポーザル要領委託仕様書作成業務費600万を今定例会の補正予算に計上いたしました。子供

たちを育み、未来の可能性を引き出すための教育環境の整備は大変重要であると考えますの



－７－ 

で、ご理解とご協力をお願いいいたします。 

  今後も定住人口の維持拡充に向けての環境の整備、魅力ある食材の研究と提供、教育環境

の充実、保育園留学などによる関係人口の創出を図るとともに、高齢化社会やコロナ感染症

への対応、防災・防犯など、山積する課題に取り組んでまいります。議員の皆様にはご支援

とご協力をお願いいたします。 

  さて、９月定例会でご審議いただきたくお願いしますのは、報告２件、承認１件、議案13

件、認定９件であります。議員の皆様には慎重審議の上、ご賛同いただきますようお願い申

し上げ、今定例会の開会に当たっての挨拶とします。よろしくお願いします。 

○議長（前田武久君） これで村長の挨拶が終わりました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（前田武久君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第120条の規定によって 

   １番 窪 木 浩 一 君 及び 

   ２番 本 郷 弘 義 君 

 を指名します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（前田武久君） 日程第３、会期の決定の件について議題といたします。 

  会期につきましては、過日、本定例会の招集に当たり、議会運営委員会が開かれておりま

す。その結果について、議会運営委員長から報告を求めます。 

  議会運営委員長、森隆之君。 

〔６番 森 隆之君 登壇〕 

○６番（森 隆之君） 報告の前に文言の取消しと修正をお願いいたします。 

  昨年12月の令和５年度第７回鮫川村議会定例会の運営報告の中で、「一部の一般質問を不

許可とし、その後、一般質問の取下げがありました」との文言を取消しし、「一般質問の本

人取下げ２件がありました」と修正願います。 

  理由といたしまして、「不許可」という文言は「許可までいかなかったもの」という意味

合いで使用いたしましたが、人によっては「許可をしなかった」と受け取る方もいて、誤解

を招く文言となったため取消しといたします。議員皆様をはじめ村民の方々にご迷惑をおか
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けしましたこと、この場をお借りして改めてお詫びいたします。申し訳ございませんでした。 

  さて、今議会の報告ですが、去る９月５日午後３時より議会運営委員会を開催し、令和６

年第５回鮫川村議会定例会の運営について協議をいたしましたので、その結果についてご報

告いたします。 

  本定例会の案件は、決算案９件を含む村長提出議案25件です。このほか陳情書等１件は、

鮫川村議会運営に関する基準第129条の規定により議員配付といたしました。 

  次に、一般質問ですが、８名、12件の通告があり、いずれも通告どおり質問を許可するべ

きものと認めました。 

  会期につきましては、本日９月18日から25日までの８日間とし、日程についてはお手元に

配付してあります日程表のとおりでございます。 

  この会期、日程等にご賛同を賜り、円滑な議会運営ができますよう議員各位のご協力をお

願い申し上げ、報告といたします。 

○議長（前田武久君） お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員長報告のとおりとしたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から９月25日までの

８日間と決定いたしました。 

  なお、議員、皆さんに申し上げます。 

  上着着脱は任意といたします。今日は猛暑が予想されておりますので。ただ、一般質問に

登壇される方は上着着用でお願いしたいと思います。 

──────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（前田武久君） 日程第４、一般質問を行います。 

  順番に発言を許します。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 北 條 利 雄 君 

○議長（前田武久君） ８番、北條利雄君。 

〔８番 北條利雄君 登壇〕 
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○８番（北條利雄君） おはようございます。８番、北條でございます。 

  今般の定例会に通告どおり２点の一般質問をさせていただきます。 

  まず、１点目、業務改革についてであります。 

  業務改革とは、業務が本来成し遂げるべき目的を達成するために既存の業務プロセス、経

過、過程、行程、手順、進行、成り行きとか手続といった意味の一連の流れ、事の運びとい

う基本であります。この制度を大幅に見直して新しいプロセスを構築することであります。

本村でも業務改革、ＢＰＲですか、ビジネス、要するに仕事や事業、プロセス、一連の流れ、

リエンジニアリング、既存の管理方法とか業務を抜本的に見直し、変更することの業務支援

事業が令和５年度、事業費1,600万円で実施されております。 

  業務改革と混同されやすい言葉に業務改善がございますが、これらは異なる取組でありま

す。業務改善は、現状の業務プロセスを残す前提で、より効率的な方法になるよう改善する

取組であり、日々の業務の中で少しずつ行うことであります。一方で業務改革は、現状の業

務プロセス自体を見直す前提で、根本的、抜本的、劇的にプロセスを改革する取組になりま

す。そのため、業務改革のほうが成功したときに得られるリターンや戻りや復帰、これは大

きく、その分難易度も高くなり、時間をかけて取り組まなければなりません。 

  このように変化の大きさと取組という観点で、業務改革と業務改善は異なります。業務改

革、業務改善のどちらも組織の成長には必要であります。それぞれの目的や使用シーン、場

面、これらの違いを理解した上で適切に取り組むことが大切であります。 

  次について伺っていきます。 

  １つは、組織全体の業務効率化、２つは、住民サービス満足度の向上、３つ目は、職員の

働き方改革と長時間労働の是正、４つは、職員のモチベーション、目標に向けて動くための

原動力になります。５つは、ＤＸ、デジタルトランスフォーメーション、デジタル技術を活

用して生活や業務を変更することの推進であります。 

  次に、業務改革の５つのステップ、足取り等の段階、踏み出す、そういうものについてで

あります。１つは、方針の策定、２つは、業務フロー、流れの分析、３つは、業務プロセス、

一連の流れ、この中身の再設計であります。４つは、実施であります。５つは、モニタリン

グ、監視、観察、観測を意味し、対象の状態を継続または定期的に観察、記録することや、

効果測定を行うことであります。これらについて、まず伺ってまいります。ご答弁よろしく

お願いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君に答弁を求めます。 
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〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） 北條利雄議員の１つ目のご質問、業務改革についてお答えいたします。 

  １点目、業務改革が必要とされる理由について。 

  組織全体の業務効率化につきましては、昨年度から業務改革に取り組んだ背景といたしま

して、本村における待ったなしの人口減少がございます。令和６年９月１日現在の村の住民

基本台帳に基づく人口は2,862人であり、直近５年で約450人、１年当たりで90人が減少して

いることになります。 

  また、令和５年度に生まれた子供は８人、今年度の見込みも８人、高齢化率は今月１日現

在で43.5％となり、この先10年後には村の総人口は2,000人を切ってくる可能性もあると考

えております。 

  このような中、現在、役場の正職員数は職員定数条例84人、定員管理適正化計画71人に対

して67人、会計年度任用職員はパートも含めると57人、総職員数は124人でありますが、正

職員、会計年度任用職員とともに公募をしてもなかなか応募がなく、思うように採用できな

いのが現状です。人口減少と高齢化による地域コミュニティーがかつてのような機能を果た

すことが難しくなる中、多様化する住民ニーズなどにより役場の業務は減ることなく、むし

ろ増え続けている感すらあります。職員数を増やすことが困難な現状では、業務内容を精査

し、より効率的な運営をせざるを得ません。 

  以上のことから、業務改革に取り組むこととしたものであります。 

  次に、住民サービス満足度の向上につきましては、業務改革を進めることで行政サービス

の質やスピードが高まり、住民の皆様のさらなる満足度の向上につながると考えております。

また、そのためには職員の能力向上も重要であるため、県自治研修センターやｅラーニング

などの研修を活用し、その能力向上に努めているところです。 

  次に、職員の働き方改革と長時間労働の是正につきましては、現在も毎週水曜日のノー残

業デーを徹底するとともに、昨年度から職員の時差出勤制度を試行し、職員の仕事と家庭の

両立、時間外勤務の抑制などに向け取り組んでいるところであります。 

  一方で、業務の特殊性や時期などにより職員によって業務量が異なるため、超過勤務時間

にも偏りが見られるのが現状です。働き方改革には業務改革のほかに職員の意識改革も必要

であるため、効率的な業務プロセスを構築することにより無駄な作業内容の見直しや優先順

位の明確化を図り、短時間でも成果を出せる環境づくりや柔軟な働き方を選択できる体制を

進めてまいります。 
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  次に、職員のモチベーションにつきましては、職員一人一人のやる気や充実感を引き出す

ことが重要であります。そのためには組織内における公正・公平な評価を行うことが必要不

可欠であることから、来月、全職員に対する人事評価研修を実施いたします。 

  また、業務を見直すことで村の未来をつくる仕事や村民の皆さんと向き合う時間を増やし、

よりよい住民サービス提供による外部評価の高まりのほか、自らの学び、気づきに努めるこ

とで職員のモチベーションを高めてまいりたいと考えております。 

  次に、ＤＸの推進につきましては、その最終目的は村民幸福度の向上であり、ＤＸ、つま

りデジタル変革はそのための手段であると認識しております。業務改革とＤＸ推進は一度き

りの取組ではなく継続的に取り組むものでありますので、今後も組織全体で取組を促進して

まいります。 

  ２点目の質問、業務改革のステップについての質問に答えます。 

  方針の策定につきましては、第４次振興計画に記載のとおり、行政改革の推進、健全な財

政基盤の確保、効果的、効率的な財政運営の推進に基づき実施するものであります。村では、

限られた財源を効率的に活用するため、経費全般においての徹底的な見直しを行い、その節

減、合理化を図るために真に必要な行政サービスを効果的かつ効率的に展開していけるよう

に職員が主体的に業務改善、組織構造の見直しを通じて実現を図っていくことが重要であり、

職員自らが働きやすく、活力ある組織づくりに向けて取り組む組織風土の醸成を目的として

おります。 

  議員おただしのとおり、業務改善は日々の業務の中で実施され、業務改革は抜本的に見直

すことであります。令和５年度に実施しましたＢＰＲ支援事業は業務の棚卸しと言われるも

ので、まさに業務の洗い出しを行うものであります。 

  次に、業務フローの分析につきましては、この業務の棚卸しにより業務を見える化するこ

とで、そのあるべき姿の実現に向け、組織機構や業務そのもの、業務遂行体制、業務管理体

制の観点から改善策の検討を行うものです。現在、村では一つ一つの業務を細分化している

ところであり、職員１人が通常行ってきた業務を再度見直し、無駄を省けないか、過剰なチ

ェックとなっていないか、各事業の目的達成に向けて実施されていない事業はないかなどを

検討しているところであります。 

  次に、業務プロセスの再設計及び実施につきましては、業務フロー分析後、改めて各担当

部署のヒアリングを行い、業務の優先度を精査するとともに、現状の問題点の整理と目指す

姿の設定などの検討を行った上で、効果達成までの改善計画書を作成し、業務見直しなどを
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進めていくことになります。 

  次に、モニタリングや効果測定につきましては、業務改革に取り組みながら並行して状況

確認や定期的なモニタリングなどを行うことにより、超過勤務時間の削減や職員の採用、見

直しなどにもつなげてまいりたいと考えております。 

  以上、８番、北條利雄議員の１つ目のご質問に対するお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ８番、北條利雄君。 

○８番（北條利雄君） ありがとうございました。 

  今、村長から業務改革が必要とされる理由、さらにはステップ、これらを遂行するための

ステップ、お話しいただきました。 

  いずれも、ご答弁いただいたとおり大切なことであります。ただ、これを本当に実行する

ためには、職員全体が共有できない、しないと進まないんだと思います。これ担当課が業務

委託して新事業をやったからといって簡単に済むわけじゃない。だとすれば、現在、去年、

新事業を行ったんですが、こうした段階、さらにはこれからも、先ほど村長が述べたとおり

モニタリングをやっていきますよという話なんですが、やはりこれ一人一人の職員がきちん

と共有できないと、まさに絵に描いた餅になるというような感じするんです。とても大切な

ものです。ましてや村の将来にわたる、いろんな事務事業を行う村の職員、行政組織が大切

な問題だし本当に大切です。私も分かります。ですが、これをきちんと段階別に共有できな

いと失敗することもあります。これ担当課が、担当者が委託したから済む話ではない。そう

いうその職員との共有とか認識の共有、これはどうされているのか。どうして、昨年度もこ

れ事業としてはやったけれども、さっきの分析の段階とか評価の段階とか研修とかってあり

ましたけれども、その段階が本当にきちんとされているのかどうだか、もう一度お答え願い

ます。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 北條議員の再質問にお答えします。 

  まず、組織間のコミュニケーションが取れているのか、それが一番大事だよという質問だ

と思います。私は、村長就任後、即職員に挨拶をお願いしました。挨拶の原点は住民とのコ

ミュニケーション、そして職員同士のコミュニケーション、これが大切であるという思いで

挨拶をお願いしてきました。もちろん、事業を行うには担当課だけではできないと思います。

全ての職員がその認識を持ってモチベーションを上げていかないとならないものだと思って

おります。そういう観点におきまして、やっぱりコミュニケーション、それを取ることをお
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願いしているところであり、それにモチベーションを上げることによって、小さなモチベー

ションというのは、小さな成功の積み重ねによってモチベーションも上がると思いますので、

それを含めて今後検討していきたいと思います。 

○議長（前田武久君） ８番、北條君。 

○８番（北條利雄君） やはり通常の業務改善じゃないので、改革です。この鮫川村の行政組

織の改革なんです。だから、今やっている業務をただ改善するものではないということです。

組織として改革なんです。だから、当然、職員、それを担っている職員たちがきちんと認識

しないと失敗すると、私、ちょっと疑問に思うんです。当然、職員もそうだし、私たち議員

もいろんな分野で前に進めるわけですけれども、この村の業務改革をきちんと認識しながら

一緒に村づくりをやるという部分では、やはり共有が絶対必要なんですね。その部分で、も

う少し村長、この業務改革の流れも含めて共有している、本当に共有されているのかどうか

というのも結構なんですが、その辺どうしていくのかというの、ちょっと、もう少しはっき

りとお伺いいただけませんか。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 中身と詳しいことは副村長のほうでよく分かりますので、説明させま

す。 

○議長（前田武久君） 副村長。 

○副村長（鈴木大介君） 私がＤＸの推進本部の会長を務めていることもありますので、私の

ほうから答弁させていただきたいと思います。 

  まず初めに、北條議員の職員間のしっかりとした情報の共有ができているのかというご質

問についてですが、まず、ＤＸを進めるに当たりまして、課長を、幹部職員を対象にＤＸと

は何かということの勉強会を昨年度開催してございます。この内容につきましては、全職員

に対してもメッセージということで、私のほうで文書を作成し、全職員が見られる形で庁内

のほう共有させていただいております。まずそこで、なぜＤＸ、業務改革を進めるのかを皆

さんに知っていただくというところからこの業務が始まっております。 

  続きまして、昨年度、ＢＰＲ支援業務ということで行って、それがしっかり行われている

のかというご趣旨のご質問だと思うんですけれども、こちらにつきましては、昨年度中に完

了してはございます。この中で各課が抱える課題ですとか、あとは業務時間等につきまして

詳細に分析を行っております。これは各課の課長、職員のヒアリングなどを通して全てを網

羅しているという状況でございます。その網羅したものに関しまして専門の会社で分析を行
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いまして、どういうところが課題なのか、その解決策はどういうところがあるのかというと

ころを報告書という形でいただいております。 

  たくさん課題があって全てやるということは現実的に難しいというふうに考えてございま

すので、まずは24項目を出しまして、それをどう今後解決していったほうがいいのかという

ことの提案をいただいたという現状でございます。 

  それを受けまして、今年度、オペレーションマニュアル、要は業務マニュアルの作成に移

行してございます。こちらは現在、作成途中ではございますけれども、こちらに各課のほう

で業務のマニュアルを作ったほうがいいものというものをデータで入れまして、要は誰でも

見られるような形、誰でも担当者が改善できるような形を作成すべく、今業務を推進してお

ります。 

  こちらもただ職員に任せているだけではなかなか厳しいと思いますので、地域活性化企業

人という専門の方を村のほうに半月ほど常駐させまして、そちらの方が逐一職員の皆さんか

ら上がってくる疑問などにもお答えしながら一緒にマニュアルを作っているという段階でご

ざいます。 

  これが細かいところでございますが、ＤＸの推進につきましては、ＤＸ推進基本計画とい

うものを今役場のほうで作成しておりまして、これは、理念ですとか推進体制を定めている

ものでございます。今後この推進基本計画に併せまして実施計画というものをつくっていき

ます。こちらで業務をいつまでにどう改善していくとかというスケジュール感も踏まえなが

らみんなで見える化し、共有化することで業務改革に努めてまいりたいと思ってございます。 

  私のほうからは以上でございます。 

○議長（前田武久君） ８番、北條君。 

○８番（北條利雄君） 業務を標準化する、それから住民サービスの品質を安定化させる、そ

ういうことは、私は可能だと思うんです。当然、業務上の無駄、それがもうなくなること、

さらには業務リードタイムですね。業務の始めから終わりまでにかかる所要時間、これらの

短縮とか、コストの削減が実現するんだと思われます。品質とかコストとか納期の改善につ

ながるということで、結果として住民サービスが向上されるんだということは当然考えられ

ます。しかし、先ほど今、いろんな形でマニュアルを作ったりして今やっているところであ

るんですが、やはりここをもう一度、村の組織全体、職員全体できちんと本当に認識できる

ように徹底した作業を、マニュアルもそうですけれども、やってほしいんです。 

  それと、これ大切な、これからのことが関わってきますので、やはりこういうことを我々
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議員、それから住民の皆さんにどうして周知していくのか、要するに業務改革ですから、下

手すると自治体の中身が変える可能性もあるわけですよ、今までと違って。そういう部分で、

当然基本となる職員、組織もそうですが、議員、住民にきちんとどのようにして、こういう

ふうにして変えていきますよという話をやはり広報してほしい、伝達してほしいと思うんで

す。 

  昨年度1,600万をかけた業務支援事業を実施されておりますけれども、ほとんど議員の人

たちは、これは予算化して執行されていますけれども、ほとんど認識がないというのは言葉

としては申し訳ないけれども、そんなに強い認識はないんです。私もそんなに強くはなかっ

たんですけれども、やはり村の将来に関わるもの、これ一番基本中の基本なので、やはり組

織全体、それから、個々に関わってこれからサービスを受ける住民の皆さん、そして私たち

も議員もそうですが、こういう人たち、どういう形で伝達するのかということも考えていた

だきたい。 

  当然、活力ある村づくりには、活力ある組織づくりが本当に大切なわけです。こういう部

分ではやはり、これから、企業人も含めてやられるというお話聞きますが、やはり長期的に

かかります、時間。だけれども、長期的にかかるにしても段階的にどこまでこういうことも

やられているかという経過、そういうプロセスをやはりきちんと説明してほしいんですが、

もう一度ご答弁お願いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 組織内でしっかりとお話合いをして、今、住民ニーズも高齢化だとか、

激甚災害だとかで相当変わっておりますので、しっかりと職員内で検討いたしまして、また、

目に見えて成果の出るものでないと思いますので、しっかりと中で相談しながら、議員、そ

して一般の人に説明していきたいと思います。 

○議長（前田武久君） ８番、北條君。 

○８番（北條利雄君） 事業内容としてあったんですけれども、当然、行財政運営とか組織運

営、それから、村長が言われている住民の時代に合ったニーズ、それから、行政サービスの

効果を上げる、こういうことが出されていますけれども、やはり今、組織上の共助の問題と

か課題が把握もされているということなんですが、これを検討して隔離するというのは本当

に大変な業務なんだと思います、本当のこと言うと。大変だと思いますよ。やはりこれから

の鮫川村のあるべき組織、業務執行体制、それから、職員数も先ほど言われているのが、定

員管理で減らす、次の質問にもちょっと関わることでもありますが、減らせばいいだけの話



－１６－ 

じゃないんだと思います。やはり組織された職員が働きやすい、住民がサービスを受けやす

い、そういう業務改革にしてほしいんです。ぜひ、これ将来にわたることなので、成功させ

るために、細かいことなんですが、細かいことも含めてきちんとやはり実行、着実に実行し

ていただきたい。ぜひ、お願いしたいです。村長もう一度決意をお願いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 本当に適所適材、職員も銘々あります。北條議員も何十年という職員

経験もありますので、北條議員のご意見を頂戴しながら前に進めていきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（前田武久君） ８番、北條君。 

○８番（北條利雄君） そういうことで、業務改革、大変な作業でございますけれども、ぜひ

しっかりと腰を据えて、やはり着実に、目に見える形で住民サービスの向上につながるよう

にご努力いただきたいことを申し上げたいと思います。 

  以上で１問目の質問を終わりたいと思います。 

  次に、２点目の公共施設等の管理運営手法の見直しについてであります。 

  質問内容が長くなっていますが、これに基づいて質問させていただきます。申し訳ござい

ません。 

  現在の公共施設の多くは2003年に地方自治法が改正されて指定管理者制度が導入されて以

降、鮫川も含めて、各自治体がノウハウのある民家事業者に積極的に管理を任せております。

指定管理者制度を導入して管理している公共施設は身の回りに本当にあふれております。し

かし、指定管理者制度が導入されてから20年たった今、指定管理者は現場で悲鳴を上げてお

ります。要因として、昨今の物価上昇による資材や原価高の高騰、人件費の高騰、労働衛生

関連法の改定に伴う就業環境整備費用の高騰、光熱費の高騰、施設老朽化に伴う修繕費の増

加が挙げられます。 

  また、これらに対する行政側の措置が必ずしも追いついておらず、指定管理料の増額や施

設の一時利用停止などが十分になされていないことも問題視されております。本当に必要と

されている公共施設の管理運営方法とは、数十年前に造った公共施設、いわゆる箱物の維持

管理費が年々膨張し指定管理者が苦慮しております。行政においても財政を圧迫しているの

ではないかと思慮されます。このまま従来どおり管理運営手法を続けてもいいのか、今は何

とか耐えていても、従来の手法を維持している限り持続可能性があるとは私は思いません。

数年、数十年後には各指定管理者の事業破綻とか撤退なども考えられます。必要とされるの
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は持続可能な管理運営手法だと考えております。赤字が続いているにもかかわらず、従来の

方法を無視して維持していくことは本当に得策ではないと思います。今こそ、行政、事業者、

地域の三方よしの持続可能な管理運営方法に移行すべきだと考えております。現状維持によ

る事業破綻を根本的に見直すために、時代に即した経営モデルに刷新する運営方針を検討す

るべきであると思います。 

  先ほどの答えでもありましたが、人口減少とかの話もありましたが、減少ばかりじゃなく

て経済の成熟段階の受入れ、それから、とにかく事業成長、経済、利用者数、収入が右肩上

がりの状態を前提とした楽観的なシナリオ、台本を描かず、現実的で着実なシナリオに基づ

いて事業再生が必要であると考えております。施設の持続可能性を高め、地域住民の関わる

人々を前向きに変えていくべきだと私は考えております。 

  これらに関連して、本村でも中山間事業の各集落の今後の取組の厳しい推移が待っており

ます。それから、シルバー人材センターの大きな活躍もありますが、登録者数と異なる実務

労働者が減少しております。業務が多くても動く人が少ないというのは、先ほど村長も言っ

たように、人材不足だという話もありましたけれども、      です。 

  それから、鹿角平の草地管理、利用者の撤退、これも急務です。観光センターとしてやっ

ているんですが、あそこの草地が刈り取らなければもうひどい状態になりますよね。当然、

村の管理者を探すチラシを回しておりますけれども、こういう問題。それから、センターの

施設整備、これも大変だと思います。それから、村道などの除草管理の業務委託による一部

改善、当然村内の業者がいろんな路線ごとに除草作業をやりました。今までにないことであ

り、大変きれいになっています。しかし、これをやったとして、これで済む話ではないんで

す。私も管理された、除草されたものを見ますと、今までシルバー人材センターの皆さんが

２メートルくらい草刈り機で刈っていたのを、業者さんですと重機を使ってやるわけですよ。

今まで眠っていた石でも雑木でもみんなきれいにやります。そうするとものすごい量が側溝

に落ちるんです。側溝が今まで以上に詰まるんです。こういう部分では十分にそれが清掃さ

れているかといったらば、私は、それはされていない、もう少し工夫すべきだと考えるべき

です。これはいろいろやり方ですが、今は必要だと思います。 

  当然、どこの集落に行っても、ここは村の管理、ここは県の管理だからといって、今まで

ボランティアで自分の境界線を刈っていた人たちが、これは村の管理だから、県の管理だか

らって刈らない人がものすごく多くなってきたんですね。逆に増えてきた、村が管理するの

が。こういうことが現実にあります。じゃどうするかということも課題であります。 
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  それから、事業協同組合運営なども今現在立ち上げてやろうとしていますけれども、これ

もやはり大変だと思うんです。なぜかというと、大工さんなり、左官さんなり、専門的な知

識を持った人たちはものすごく自分の仕事にプライドを持ってやっておられています。それ

を組合で組織するときに、じゃ誰がどうしている組織団体運営が相当厳しいのでないかって

私思うんです。昔は商工会自体がそういう組合をつくってやろうとしてもなかなかうまくい

かなかった、これに行政が関わって別団体にしたからうまくいくと私は到底思っていないん

ですね。これだって改善の必要がある。 

  こういう問題、いずれもここに課題がありますけれども、こういうものをやはり、じゃ現

状、打開していくのどうするんだということなんですが、私は先ほど、職員は減らすんだけ

れどもという話だけれども、逆に自治体が直接管理を行って現在の課題に対応する、そうい

う経営思想で公共施設管理計画がありますけれども、これを基本に事業再生型の公共施設等

管理運営センターを提唱したいと思うのです。やはり大樂村長時代には村を振興するために

振興公社を考えていましたが、十数年頓挫しました。それから、前村長時代は観光公社、や

はり第三セクターをつくれば簡単に物事を解決するという考えがあったんじゃないかと思う

んです。だとすれば、鮫川で昔やっていた道路管理センターってありますね。これは失対事

業で失業対策も含めてやられたんですが、私はこの例というのは成功した例なんだと思うん

です。今はありませんけれども。やはり村長をトップとして組織の中に管理センターを位置

づけて、基本と指示命令、連絡、作業も含めてやる体制が私は必要なんだと思うんです。そ

ういう考えで、やはり村直営のそういう組織を、逆に第三セクターじゃなくて、つくり上げ

てはどうですかということなんです。その辺で、まず村長にご答弁いただきたい。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君、答弁を求めます。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） 北條議員の２つ目のご質問、公共施設などの管理運営手法の見直しに

ついてお答えいたします。 

  これまで公共施設につきましては、各担当課が管理を行い、鮫川村指定管理者による公の

施設の管理に関する条例に定められている施設については指定管理者による施設の管理をお

願いし、また、道路を含めた環境整備などについては一部業者委託をしているところでござ

います。しかしながら、農村体験交流施設のように、高齢化を理由に事業者が指定管理を辞

退し、いまだに応募がない施設もあり、現在の指定管理者につきましても、今後、指定管理

をして辞退される可能性があることは十分考えられます。業者委託においても同様でありま
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して、労働力不足、高齢化などにより今後現状を維持できるのか懸念されるところでありま

す。この問題は村にとりまして重大な課題であると認識しておりますので、施設の在り方も

含め、持続可能な管理運営手法を検討してまいりますが、委託費用と直営費用と柔軟性とス

ピード感のある効率的な運営、必要な技術や知識を持った職員の採用、サービスの質やノウ

ハウの確保などについて比較するとともに、必要に応じ議員が提唱されている公共施設等管

理運営センターなど、新たな直営組織の在り方について研究してまいります。 

  以上、８番、北條議員の２つ目のご質問に対するお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） 北條利雄君。 

○８番（北條利雄君） ありがとうございます。 

  公共施設、道路も含めて、道路なんかは国道289青生野周辺、越虫、青生野辺りも村に移

管される、その中での、じゃあの旧道をどうして管理していこうというのが大きな問題です。

さらに、この前、議会全員協議会で教育委員会から提示された義務教育学校の基本構想の中

に小中高一貫、９年というのがありますけれども、じゃ今使っている鮫川小学校、鮫川中学

校の校舎体育館、さらにこどもセンター、今、もともと西野小学校の跡地を利用して、校舎

を利用して運営しているんですが、そういうこどもセンターのやつも一体的に集中していき

たいということになると当然余ってきますよね、建物になりますけれども。これも大きな課

題で、集中してやるのは結構、新しいものを造って時代の流れに沿ってやっていくのは結構

なんですが、これ大変なことになりますね。この方針見ると、公民館も移行、給食センター

移行ですよね。じゃ今使っているのどうするの、新しいものができるまでは使っていくけれ

ども、じゃその後どうするのというのが全く検討していないんじゃないかなと思うんですね。 

  さらに今、青生野小学校、富田小学校の校舎、体育館も含めてやはり大変です。それから、

西山小学校も今別な目的をも持って運営されていますけれども、これだって耐用年数のこと

から考えれば先が見えている。ここでも校舎、体育館、別の業者が運営していますけれども、

西野なんかもそうですが、その管理する上では、例えば、今のこどもセンターだと地元に公

共施設があるし子供たちが利用しているということで、今、西野区民の人たちは草刈りの奉

仕作業を全戸を受けて管理しているわけです、やっているわけです。それは地元の公共施設

を駄目にしちゃならんということで、それから子供たちを考えてボランティア精神でやって

いるんですが、例えば、あれがこっちの真ん中に移ったときに、中央に移行したときに、そ

の意識が持続するのかといったら私疑問なんですね。 

  これは鮫小もそうだし、あそこにあります鮫中もありますけれども、じゃその後どうする



－２０－ 

んだという。新しいものは工面すれば新しいものはできるし、当然そういう、これからの時

代を考えれば当然一体化していくのは必要なんだと思うんですが、じゃ残されたもの、残さ

れた施設とか、体育館、校舎、これをどうするのかというのは、この管理計画にはいろいろ

書いてありますけれども、やはり一つ一つ実行に移していかないと、そういうものがたまり

にたまってくるような気がしてならないんです。 

  当然これ人口減少によって個人の住宅も空き家状態で空洞化しているという話もあります

が、やはり行政としては自分たちの行政がつくって目的を果たしてきたもの、これから通用

されないものはやはりきちんと整理するべきです。だから、村の公共施設と管理計画をやっ

ぱりもう一度見直しして、一つ一つ、これ財政負担も大変ですよね。取り壊すのだってもの

すごい金かかりますから。やはり計画的にやっていかないと、一気には絶対できないと思い

ます。莫大な金が、財政が必要ですから。 

  だから、こういうことも含めて、いろんな基本構想上げられましたが、その後の跡地をど

うするんだとか、学校施設をどうするんだということも含めて、もう一度この公共施設と基

本構想を、計画があるんですから、これらを見直しながらもやはり段階的に、毎年、少しの

予算でもいいから、使用されないものは、はっきり言って取り壊してほしい。個人が空き家

になって環境が悪いって言っているけれども、公共施設がでか過ぎてよく見えたというんで

す、逆に。そういうことも含めて、やはり行政は自分たちが行政の流れの中でつくってきた

ものをやはりきちんと、目的がなくなったものをもう要らない、そこまで含めた思い切った

判断をやはりするときが来ているんじゃないかと私は思うんですが、村長、いかがでしょう

か。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 以前に、北條議員のインフラの質問にもありました。これは、あくま

でもやっぱり村の管理計画、これも財産ももちろんあります。それを検討しながら進めてい

きます。 

  また、周辺の環境整備です。北條議員が今お話しした以前の失対、これも私も相当、当時

議員でも、今でも関心のある事業だと思っております。いずれは、どうしても今農家の高齢

化、何ぼ機械を預けても人口が減ればまたそれに対する負担も多くなる、そういう頭もあり

ますので、含めて私が考えたのは、任用職員でも何でもいいから若い人を５人でも10人でも

入れて、そして年間雇用で雇って、そういう作業の手法もあるのかなという思いも一時あり

ました。それを含めて今後とも周りの景観整備は、自然豊かなを売り物にする本村にとって
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本当に大事な事業でありますので、滞りなくやっていきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（前田武久君） ８番、北條君。 

○８番（北條利雄君） 公共施設、道路も含めて管理大変だと思うんですね。現在は各課が施

設でも、道路は地域整備課とか農林課ですか、それで管理運営しているんですが、今の体制

でそれをやり切るというのは無理なんですね。そして職員だって正職員を増やすなという話

で定員管理もあるし、なかなか住民からここ壊れている、やれと言ったって、そこに見には

行くけれども、すぐできるかといったらなかなかできない。じゃ日常的に、やっぱり新たな

団体をつくるんじゃなくて、村の直営でそういうセンターをつくって日常的に活動していく。

当然今あるやつを簡単に壊すということもできないので、やはり次の目的が決まるまで、事

業目的が決まるまでであったとしても、やはり周辺の環境整備のための草刈りとか、中につ

いては人が利用しなくなれば必ず傷んできますからね。個人宅もそうです。そういうことで、

それを巡回して見回りする、そういう組織を逆に増やしていく。 

  ましてや労働人口が少ない、募集しても人が集まらないというんですが、やはり65、75で

退職しても、村民の人が退職してこれからいろんな考えがあるんでしょうが、逆に会計年度

任用職員として村が雇用して、動いて、鮫川の振興とか環境に動いてもらう、そういうその

組織づくり、村長も考えたことあると言っていましたが、ぜひその辺は検討いただいて、実

行できることを検討していただきたい。 

  私もそう思うんです。鮫川ってどういうわけか、ほかの自治体だと、第三セクターをつく

っていろんな事業を任せれば物事解決すると思っています。鮫川は人口とかその組織、団体、

じゃそういう組織を動かすのはどうすんだかといって相当、あんまり成功した例って、あん

まり気が付かないんです。やはりそれは村が直接経営になれば村長の命令で各課が動く、職

員が動く、住民の人たちも職員として動くのと、ボランティアで、サービスで動くので全く

意識も違うし、鮫川はやはり村が直接携わって動くことを考えたほうがいいのかなと私は思

います。これからやはりそうしないと鮫川のいろんな振興とか環境の部分はやはりなかなか

前に進まない。ここには努力する人が中心になっていれば進むんだと思うんですが、これは、

やはりもう少しこの公共施設、道路、インフラの管理も含めてもう少し深く検討いただいて、

やはり村づくりのためにみんなで協力して前に進めるよう、私自身もそうなんですが、そう

いう組織に変革できればいいのかなと思います。 

  ぜひ、村長、申し訳ない、最後にやはりここの部分の今これから構想されているものを含
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めて公共施設とまたインフラも含めた、やっちゃったら大変な事業だし、財政的にも大変だ

と思うんですが、これはやはり一つ一つこなしていく努力、そういうことをぜひお願いした

いんですが、もう一度決意お願いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 私もどうしてもこの公共施設の周りってものすごい気になりまして、

最近では、役場の周りを、この公共施設の周りをきちんと草を刈るようにということで２回

ばかりやらせました。あと、今のさぎり荘、さぎり荘は本当にきれいに管理されています。

これはシルバーの方が年間を通してそこでやっております。そういう方を含めた今後の検討

をしていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（前田武久君） ８番、北條君。 

○８番（北條利雄君） いずれにしても、私の１問目の質問も２問目の質問も短期的に済む話

ではございません。ただ、これをそのままにしておくこと自体がやはり鮫川の将来にとって

は大変なことになるので、やはりきちんと考えて実践に移していかないと、やはりこれから

次世代につなぐようなことができないんじゃないかと私考えていますので、そこをしっかり

考えて、やはりもっと深掘りした事業展開にしていただきたいことを希望して、今般の一般

質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 緑 川   茂 君 

○議長（前田武久君） ９番、緑川茂君。 

〔９番 緑川 茂君 登壇〕 

○９番（緑川 茂君） ９番、緑川でございます。 

  この９月定例会で２点の質問をさせていただきます。 

  まず最初の質問でありますが、遊休農地の現状と増加防止対策についてであります。 

  遊休農地と耕作放棄地という呼び方がありますが、どう違うのか調べてみました。遊休農

地は農地法で定められている用語であり、耕作放棄地とは農林水産省の統計調査に提示され

ている用語であるということで、土俵の異なる用語でございますけれども、本質的な意味と

しては同じであるということでございます。今回、私は遊休農地という言葉で質問をいたし

ます。 

  昔は本村のほとんどの農家が農業を中心として生計を立てて暮らしてまいりまして、田ん

ぼや畑の農地は生活をしていく上で一家を支える貴重な財産として管理をされ守られてきま
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した。そして、我々の年代は子供の頃から学校に通いながらも農作業の手伝いをさせられて

育ってきました。今思えば、手伝いを通して働くことの意義と田んぼや畑の農地の大切さを

感じさせるという、親としては今でいうキャリア教育のつもりだったのかもしれません。こ

の農地も時代の流れとともに社会情勢の変化、農業を取り巻く環境の変化等によって徐々に

農家戸数が減り、耕作する就労人口が減少してまいりました。現在、農地は農業従事者の高

齢化と担い手不足等により遊休農地が増えていく傾向となっております。そして、かつては

耕作されていた農地も柳の木などが生い茂り、荒廃した農地が多く見受けられるようになっ

てまいりました。 

  本村の農業振興及び景観維持と環境保全、さらには鳥獣害対策面からも増加防止対策を図

らなければなりません。 

  そこで、次の３点についてお伺いをいたします。 

  １点目でございますが、過去10年間の荒廃農地として非農地となった面積は幾らか及び現

在の農地面積全体に対する遊休農地の割合は幾らか。 

  ２点目ですが、農地中間管理機構、つまり農地バンクの活用状況はどうなのか。 

  ３点目は、今後の遊休農地増加防止を図るためにどのような対策を講じるのか。 

  以上、３点についてお伺いをいたします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君に答弁を求めます。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） ９番、緑川茂議員の１つ目、遊休農地の現状と増加防止対策について

のご質問に対してお答えいたします。 

  まず、１番目の質問、過去10年間で非農地となった面積及び農地全体に占める割合につい

てですが、平成26年から令和５年の10年間で非農地となった面積は約86ヘクタールとなりま

す。このうち、荒廃農地として非農地化したのは82ヘクタールで、青生野地区の太陽光発電

事業に伴うものです。また、村農業委員会が公表しております農地等の利用の最適化の推進

に関する指針によりますと、村内における農地面積は1,170ヘクタールで、そのうち遊休農

地が占める面積は22ヘクタールで、全体の1.9％であり、年々増加傾向にあります。 

  次に、２番目の質問、農地中間管理機構及び農地バンクの活用状況につきましては、農地

中間管理機構をとおしての農地集積を行っている集落は、村内では塚本集落と大塩集落の２

地区となります。また、農地バンクに登録している農家は４軒で、21筆を登録しております

が、貸借契約に至っていない状況です。 
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  次に、３番目の質問、遊休農地の増加防止対策につきましては、遊休農地の発生要因の一

つが担い手不足にあると考えられ、人口減少に伴い、１人当たりの農地管理面積が増え、管

理し切れていないのが現状です。村では担い手不足の対策として、令和６年度から鮫川村未

来へつなぐ多様な農業担い手応援事業を創設し、多様な担い手を確保するため、機械導入の

補助やシニア世代に向けた農業参入への支援を行っておりますが、本事業への申請状況が当

初より好調であるため、本定例会で補正計上しているところであります。 

  また、中山間地域等直接支払制度につきましても遊休農地の発生防止対策に有効な手段で

あると考えております。令和７年度からは新たな対策の時期に入りますので、実効あるもの

となるよう引き続き制度への参加を促しております。 

  以上、９番、緑川茂議員の質問に対するお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ９番、緑川茂君。 

○９番（緑川 茂君） ありがとうございました。 

  それで遊休農地の割合、今1.9％と申されました。これ案外、比較的低い数字かなと思う

んですが、これは非農地となった面積ですね、先ほど82ヘクタールですか、こういった面積

は農地全体の面積から除いてあるからこういう低い数字になっているのかなと思うんですが、

そういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君、答弁を求めます。 

○村長（宗田雅之君） 担当課のほうに 

○議長（前田武久君） 我妻正紀君。 

○農林商工課長（我妻正紀君） 農林商工課長です。 

  議員おただしのとおり、荒廃農地というものを除いて積み上げておりますので、２％程度

となっております。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） ９番、緑川君。 

○９番（緑川 茂君） 分かりました。 

  それで、遊休農地防止対策についても今説明があったわけなんですが、どうしても本村の

場合は農地が山になって谷地田で排水もきかないということで、耕作条件が悪く遊休農地に

なってしまうのはある程度はやむを得ないのかなというふうに思います。 

  現在、遊休農地は中山間地域等直接支払制度、これがあるために草刈りなどの保全管理に

よって何とか農地として維持されておりますが、この中山間事業も高齢化とともに今後継続
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していくのが難しいというような集落が出てくるものと思います。このような中で、現在耕

作している農地を維持していくためには、農地バンクの活用とか、あるいは法人農業者に依

頼をするということになるかと思いますけれども、貸手に対して借手となるその担い手がい

ないという問題がございます。特に村内の農地は平地部と比べまして作業効率面で不利な点

もございます。このほど行われました地域計画策定のための借受け農地の調査、これは13日

締切りだったと思いますけれども、現在集計中かと思いますけれども、この調査結果にもよ

ると思いますけれども、今後、借手となる担い手に対して村独自の支援策も視野に入れて検

討していく必要があるというふうに考えるわけなんですが、いかがでしょうか。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 農家を守るということは村の自然風景を守る、これ直結することなも

のですから、しっかりと農家を守っていきたい、様々な施策、若者の新規就農事業とか、先

ほど述べたシニア向け支援事業とか、それらを含めて継続していきたいと思います。 

  また、今度、イワサさんが新規就農、酪農を始めました。こういう方が農家をやって、そ

して、成功事例、村も一生懸命応援して成功事例をつくることによって、また次の担い手が

できるのかなと思いますので、それらも含めてしっかりと支援していきたいと思います。 

  また、昨今、東京のふるさと回帰センターに行ってきました。その中でお話あった中で、

都会の方の中でアンケートを取ったときに、２割の方が農家をやりたいという若い人がいる

ようです。そういう夢を持ってくる若い人に、要は農家は収益につながらない、採算が取れ

ないという面もありますので、そこらを含めて村のほうで検討していきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） ９番、緑川君。 

○９番（緑川 茂君） 分かりました。 

  今年度、24年産米の米の概算金、これは米不足や生産コストと肥料などの高騰などが反映

されまして、昨年に比べて大幅に上昇するようであります。今までが安過ぎたわけでありま

すが、この価格が来年度以降もずっと続くようであれば、担い手の中には借受け面積を増や

したい、あるいは新たに農業をやってみたいというような人がいるかもしれません。 

  いずれにしましても、これからの担い手としては、ある程度耕作規模の拡大によって効率

的で生産性が高い経営となっていくものと思っております。そのためには、法人、企業など

にも農業に参入をしていただくといいますか、そういったことも必要なのかなと思っており

ます。特に建設業などはやりやすい環境といいますか、状況というか、会社の形態からして
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やりやすいのかなというふうに思っておりまして、実際に農業に参入している会社もござい

ます。そういったことで法人企業にもこの参入というものを勧めていくというようなことも

必要かなというふうに思っているんですが、どうでしょうか。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 建設会社の農業の参入、企業化というのは私も将来的な展望を考えた

ときに大変よい施策だと考えております。そこらを含めて建設業界、そして一般の意欲を持

って農家をやるという方のためにもしっかりと支援、サポートをしていきたいと思います。 

○議長（前田武久君） ９番、緑川君。 

○９番（緑川 茂君） 分かりました。 

  現在、耕作している農地は比較的道路沿い、条件がいい土地だと思います。里山景観の維

持というような面からも、これ以上遊休農地とならないように耕作は継続して守っていかな

ければならないんだというふうに思っております。１件目については以上であります。 

  次の質問でございますけれども、学校教育関係についての質問であります。 

  今月５日に開かれた議会全員協議会におきまして、小中一貫校を目指した義務教育学校設

置の基本構想について示され、説明がございました。 

  基本構想策定の経緯と施設の概要、また、開校に向けてのスケジュール等の説明があり、

その策定内容に理解を示したところでございます。 

  教育環境の充実を図るためにも計画が順調に進んでいくことを願いたいと思っております。 

  さて、小学６年生と中学３年生を対象とした今年度の全国学力テストの結果が７月下旬に

公表がありました。それによりますと、福島県の小学生の国語と算数、そして中学生の国語

と数学の正答率は、いずれも全国平均を下回ったということであります。その中でも、算数

と数学については５回連続で下回っているということでありました。 

  そこで、教育長にお伺いをいたします。 

  本村の場合、福島県の平均値に対してどのような水準にあるのか。差し支えのない範囲で

結構ですのでお願いします。 

  また、この結果をどのように評価をし、今後の学力向上にどうつなげていくのか併せてお

伺いをいたします。よろしくお願いします。 

〔教育長 藤田 充君 登壇〕 

○議長（前田武久君） 教育長、藤田充君。 

○教育長（藤田 充君） ９番、緑川茂議員の２つ目、学校教育の学力向上についてのご質問
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にお答えいたします。 

  まず、小学校６年、中学校３年で実施された全国学力学習状況調査の結果でございますが、

福島県においてはご指摘のとおり厳しい状況が続いております。鮫川村においては、県と比

べ小・中学校の国語と小学校算数は若干下回っておるものの、中学校数学はこれも若干です

が上回っております。 

  次に、結果に対する評価ですが、平均正答率によって公表されるため、少人数である本村

の学校においては正解の分布が分散され、そして、平均正答率の高低をもって公表されるた

め、これでは真の学力は測りにくいとものと考えております。正答率が高い児童・生徒がい

ても、低い児童・生徒が二、三名いると平均正答率は若干低くなるという状況になります。

教育委員会といたしましては、学力向上は学校教育最大の課題であるとのことから、各学校

における少人数のよさを生かし、タブレットの活用と児童・生徒一人一人の状況に応じた指

導と学習のさらなる強化を促してまいります。 

  また、各種施策を講じ、基礎基本の定着と、学び方を学ぶＳＵＮ３プランさめがわ事業を

継続するとともに、幼・小・中学校とつなぐ教育を推進し、系統的な学びを実践する教育を

推進してまいります。 

  以上、９番、緑川茂議員の２つ目のご質問に対するお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ９番、緑川茂君。 

○９番（緑川 茂君） よく分かりました。ありがとうございました。 

  将来を担う大切な子供たちでありますので、こういったことを契機としまして、さらに学

力向上が図られますようご期待を申し上げまして、私の一般質問を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 森 田 重 男 君 

○議長（前田武久君） ５番、森田重男君。 

〔５番 森田重男君 登壇〕 

○５番（森田重男君） 今般の定例会において、通告書に基づいて私の一般質問をさせていた

だきます。 

  中山間地域、直接支払制度助成金支援について。 

  第６期を迎える中山間地域、直接支払制度は、高齢者や過疎化、農林業の担い手の減少に

より耕作放棄地の増加が目立ち、多面的機能を維持することが困難となってきている。自前

の管理が容易でないことから雇用、機械に頼る状況である。第６期の取組が難しい組合が数
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多くある状祝であるが、現在、支払いされている急傾斜、緩傾斜地の助成金の増額や組合管

理者の助成支援策に取り組むべきと思うが、村長の考えをお伺いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君に答弁を求めます。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） ５番、森田重男議員の中山間地域等直接支払制度助成、支援について

のご質問に対してお答えいたします。 

  議員ご指摘のとおり、中山間地域等直接支払制度は今年度で第５期対策を終了し、令和７

年度から第６期がスタートします。村では第６期対策に向けて全集落に対しアンケートを実

施しました。現在、協定を締結している全68集落のうち、次期対策に参加すると回答した集

落は54集落で約８割となっております。 

  一方、参加しないと回答した集落は10集落あり、検討中は４集落でした。参加しないと回

答した集落については、協定参加者の高齢化が進んでいることと、協定面積が小さいなどの

要因が見受けられます。また、参加すると回答した集落の中でも、煩雑な事務を委託できる

なら取り組みやすいと回答した集落が18集落ありました。 

  議員おただしの交付金の上乗せにつきましては、制度上できないこととなっております。 

  一方で農地を守るという観点からも本制度は有効であり、引き続き取り組んでいただける

よう村としても継続を促し、事務の簡素化、省力化を図るため、集落からの事務事業の委託

を受け入れられる体制の整備も検討するほか、さらに、農山漁村活性化基金を活用し、農用

地の管理に用いる機械導入への補助事業も検討してまいります。 

  議員ご指摘のとおり、農地には水源涵養や自然環境の保護、景観形成と文化の継承など、

国土保全に必要な多面的な機能を有しております。本村にとって農地の適度な管理等保全は

必須であるため、本制度の第６期対策に向けて多くの集落が参加できるよう努めてまいりま

す。 

  以上、５番、森田重男議員の質問に対するお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ５番、森田重男君。 

○５番（森田重男君） 今、答弁がありました制度上、金額を、できないという話がありまし

たけれども、村として何らかの、それに上乗せをできるような議論とか何かは考えないんで

すか。村長さん、お願いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 本当にこの中山間事業とは、景観を守るのには本当に大事な事業であ
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り、これを継続していただけるための施策って何かないのかなという考えも相当ありました。 

  ただ、今の景勝地とか、失礼しました、平地とか傾斜面に対する補助額の上乗せは制度上

できないという制度がありますので、それとは別に、別な方法で検討していきたいと思いま

す。 

○議長（前田武久君） 森田君。 

○５番（森田重男君） できるだけ、やはり考えなくてはならないとは私、非常に思っており

ます。あと、今、アンケート調査を取っていて、やらないという集落が何件かあるという、

いますけれども、中山間事業、高齢者とかになってきてやらない場合の対策はどういうふう

に考えていますか。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） やらないではなくて、やれないというのが本当のことだと思います。

高齢化になって、やりたくてもやられない、それが本音だと思うんです。 

  今後の対策として、そこらも含めてどんな対策が一番のベストな方法なのか、しっかりと

検討していきたいと思います。 

○議長（前田武久君） ５番、森田君。 

○５番（森田重男君） 中山間事業に、確かに高齢者などにより、容易ではないと私も考えて

います。大変だからといってそのまま放置はできない。やはり本村は農業とか畜産とかそう

いう事業で結構、経営が成り立っていますので。 

  それと一点、セイタカアワダチソウが道路沿い、草地とか、かなり最近目立ってきている

んですけれども、やはりそれも踏まえて対策を打っていかなきゃならないと思いますが、そ

の辺はどのようにお考えでしょうか。お伺いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 本当に道路沿いのいろいろな雑草、これは本当に景観上、危惧される

ところであります。そういうの、今後どのような方法がいいのか、村で機械を持ってやるの

か、シルバーにお願いするのか。シルバーも高齢化になって人員も少なくなっているような

状態。農家の方も高齢化でできない。そして、今ほとんどできない方はシルバーにお願いし

ている。１回お願いするともうやってもらうのが常だという思いもなっている農家の方も多

くいます。 

  そういうのもいろいろ検討しながら、今後やっていきたいと思います。 

○議長（前田武久君） ５番、森田君。 
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○５番（森田重男君） 今、セイタカアワダチソウが、畜産農家の話、聞きますと、やはりそ

れが蔓延すると草地が荒れたり、牛が食べないので問題になっているので、その辺、もう少

しどういう対策をしたりとか、住民、少しでも生えていたら取り除く方法とか、もう少し連

絡したりして、あんまり増えないような状況にしたいと私は考えているんですけれども、ど

うですか、その辺。村長。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 担当課、セイタカアワダチソウについて、お願いします。 

○議長（前田武久君） 農林商工課長、我妻君。 

○農林商工課長（我妻正紀君） セイタカアワダチソウ対策というのは、村道に、道路沿いに

生えているということでよろしいですか。農地の中ではなくて。 

○５番（森田重男君） 村道ないし荒れたところとか、草地内にも生えているところもあるの

で、やはり草地なんかも蔓延しちゃうと大変じゃないかなと思いますので、その辺です。 

○議長（前田武久君） 農林課長。 

○農林商工課長（我妻正紀君） 多分、種で増えていくんだと思うので、適期、除草していた

だけるように村民に対しても周知していきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） ５番、森田君。 

○５番（森田重男君） いろいろ答弁いただきましたけれども、やはり中山間地の対策、アワ

ダチソウについてもいろいろこれから検討して努力をして、よろしくお願いします。 

  これで私の質問を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 森   隆 之 君 

○議長（前田武久君） ６番、森隆之君。 

〔６番 森 隆之君 登壇〕 

○６番（森 隆之君） ６番、森でございます。 

  私のほうからは、介護施設の運営についてお尋ねしたいと思います。 

  国の介護保険制度は地方自治体にとって運用が厳しいとの声がささやかれております。介

護認定を受けて施設やサービスを受ける人は年々増加していて、数年後は利用者数がピーク

を迎えると思われます。 

  村の介護施設は、民間の社会福社法人みやぎ会で運営している特別養護老人ホームさめが
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わ、社会福祉協議会で運営しているひだまり荘の２つの施設がございます。みやぎ会は民間

であるため経営には関与できませんが、村が関わっているひだまり荘に関して、今後の運営

方針や人材育成、スタッフの人員確保等、村長のお考えをお願いいたします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君に答弁を求めます。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） ６番、森隆之議員のご質問、介護施設の運営についてにお答えを申し

上げます。 

  まず初めに、国は令和６年４月からスタートする第９期介護保険事業計画を策定する際の

ガイドライン、基本指針において団塊の世代が後期高齢者となる令和７年度を迎え、さらに

高齢者人口がピークとなる令和22年度には要介護認定者が増加するとしております。 

  一方、本村では令和６年３月に策定した第10期高齢者福祉計画、第９期介護保険事業計画

において、65歳以上の高齢者人口が令和３年に1,279人のピークを迎え、翌年以降、順次減

少し、国が後期高齢者の増加の始まりと示す令和７年度以降においても、村は増加すること

なく減少傾向は変わらないと推計しております。 

  現状といたしましては、令和元年度から５年間の要介護認定の新規申請者数の推移におい

ておおむね50件から68件の間で増減を繰り返し、増加傾向にはないことから、本村は国の推

計との若干の違いが表れつつあるところでございます。 

  議員おただしのひだまり荘における今後の運営方針と人材育成、スタッフの人員確保に関

する考え方につきましては、村では直接行う保健指導や保健運動教室のほか、村社会福祉協

議会に対して社会福祉活動支援のための補助金を交付するとともに、地域包括支援センター

業務や在宅高齢者お助け業務、生活支援体制整備業務などを委託し、各地の地域サロンや先

月始まりましたマージャンなどにより高齢者交流の場を創出する悠々クラブなどの体制を通

じて健康寿命を伸ばし、介護サービスに頼らなくてもよい生活習慣と環境づくりに努めてい

るところであります。 

  また、スタッフの人員確保におきましては、広報誌に職員募集を掲載するほか、チラシの

各戸配付などを行うことで人員確保に取り組んでいるところであります。 

  さらに、今年度からは村職員を社会福祉協議会事務局長として派遣し、村社会福祉協議会

全般の運営や経営面のさらなる支援の強化に努めているとともに、事務局長が全職員に対し

て面談を行うことで職員の人材育成などに努めているところであります。村社会福祉協議会

は村の高齢者福祉、介護保険事業を支える重要な機能を有しておりますので、村といたしま
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しては、今後とも多方面からの支援に努めてまいりたいと考えております。 

  以上で、森隆之議員の質問に対するお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ６番、森隆之君。 

○６番（森 隆之君） ありがとうございました。 

  ひだまり荘なんですけれども、今現在、業務が訪問介護、デイサービス、これデイサービ

ス、１日30名が限度だとお聞きしたんですけれども、あとショートステイがございまして、

ショートステイは今、一時休止ということで近々再開できるのかなという話をしております。 

  それで、やっぱりこれから、若干高齢化の方が増えてくる。ただ、今の答弁では全国の高

齢化率とはちょっと鮫川は違ってきて、介護認定率がちょっとそれほど多くはならないんじ

ゃないかという回答だったと思うんですけれども、今、かなり、村の家族を見ますと高齢者

同士で住んでいるところが多いんです。若い人たちがいないと。 

  そうするとその人たちがどちらかが利用するようになって、２人とも利用するようになる

と、これはもう、全国で予想していた率よりも一気に鮫川はある時期を境に来るんじゃない

かと心配されているんですけれども、そのときにやっぱりひだまり荘とみやぎ会はなくては

いけないので、ここに関して先ほども予防をやっているということなんですけれども、予防

はいいがどうしても予防で食い止められないということになると利用せざるを得ない。 

  そこで、やっぱりスタッフが必要になってきますよね。面倒を見るスタッフなんですけれ

ども、スタッフも今ぎりぎりの状態でやっているということを聞きました。これにはやっぱ

り人件費の問題、待遇の問題、いろいろあるんですけれども、やっぱりそこになると人件費

に関わる問題だと今、物価高、人件費高でどうしてもお金を増やさなきゃいけない。そうす

るとひだまり荘は村として指定管理を行っている状況で、やっぱり年々お金を、指定管理料

が増えなきゃいけない。 

  そういった場合に、村は適正な指定管理料を随時、今後減ることはないでしょう、増えた

ときにどの辺まで適正な管理料を支払いできるのか。その点に関してお願いしたいと思いま

す。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 本当に高齢化に伴うそれを面倒を見る職員の方の業務というのは本当

に私は激務だと思っております。それに見合った賃金の見直しなんていうのもこれも必要な

ことではあると思いますが、しっかりと今後、社会福祉協議会と相談をしながら検討してい

きたいと思います。 
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○議長（前田武久君） 森隆之君。 

○６番（森 隆之君） あとは施設の問題なんですけれども、みやぎ会も、先ほど北條議員の

中にもあったようにみやぎ会、西山の施設もちょっと古くなってきた。ひだまり荘ももうか

なり古い建物なのでここも改修工事をしなきゃいけない。そうなった場合にやっぱり今後、

計画的に改修費用なんかも上乗せして年間払っていかなきゃいけないんですけれども、そち

らのほうの計画としてはどういった計画になっているかお伺いいたします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） 現状ではまだ計画の段階にはなっておりません。 

  ただ、利用状況によっては検討せざるを得ない事案かと思っております。また、私は選挙

のときにもお話ししたんですけれども、高齢者の集合住宅というのもお話しした経緯もあり

ます。それらを含めて高齢者の集合住宅というのは、子供たちが田舎にいる、ふるさとにい

るじいちゃん、ばあちゃん、お父さん、お母さんが安心して暮らしていられるのは本当に子

供たちにとっては大切なことであるという考えの下で、もしそういう高齢者の集合住宅がで

きれば、そこに高齢者を預けていただいて、そこで面倒を見る。 

  そして、鮫川村、広いですから、青生野から西野、西山、富田、渡瀬とかなり広く広範囲

にいますので、その集合住宅を真ん中に集めることによって経費の削減だとかいろいろ図れ

る面もありますので、そこらも含めて今後、検討材料にしていきたいと思います。 

○議長（前田武久君） ６番、森隆之君。 

○６番（森 隆之君） お年寄りの方が今、村は介護認定率が、介護申請をすればすぐに認定

していただける、東白川郡でもすばらしいところだということで評判がいいそうです。お年

寄りがひだまりに集まることによって近隣のふだん顔を合わせない人たちが集まって、生き

がいを見いだして元気にやっております。 

  行く行くは私も含め皆さんもひだまり荘を利用することになるかもしれないので、自分た

ちの将来のためだと思ってここの施設だけは、村の介護だけはしっかりと守っていき、今後、

お金等かかると思うんですけれども、何とか皆さんで知恵を絞って継続していっていただけ

たらなと思います。 

  以上で私の質問を終了させていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（前田武久君） ここで１時まで休憩します。 

（午前１１時５３分） 
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──────────────────────────────────────────── 

○議長（前田武久君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 窪 木 浩 一 君 

○議長（前田武久君） 引き続き、一般質問を行います。 

  １番、窪木浩一君。 

〔１番 窪木浩一君 登壇〕 

○１番（窪木浩一君） １番、窪木です。 

  村の自然と景観を守るべく対策についてご質問させていただきます。 

  昨今、各地で騒がれている太陽光発電の設置等で起こり得る土砂崩れや景観の間題、火災、

破損の際などパネルに含まれる有害物質による環境汚染、また、そういった施設での設備の

窃盗被害など治安の悪化などが問題になっております。 

  さらに、外国人や海外企業等が地方の土地を買収し、水資源や森林資源などを取得しトラ

ブルになるケースや産廃、不法投棄などの被害につながったとの話も耳にします。 

  村でもこういった被害が今後ないとは限らないと考えます。村の豊かな自然、景観を守る

べく対策を講じるべきではないかと思いますがいかがお考えでしようか。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君に答弁を求めます。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） １番、窪木浩一議員のご質問、村の自然と景観を守るべく対策につい

てお答え申し上げます。 

  議員おただしの太陽光発電の設置などで起こり得る土砂災害や景観間題、環境汚染など危

惧されることは村としても考えております。村内には大規模太陽光発電設備が青生野地区に

設置されておりますが、幸いにも現在まで議員が危惧されるような事案は発生しておりませ

ん。 

  しかし、今後いつ起こるか分かりませんので十分に注視していきたいと考えております。 

  もう一点、外国人などが地方の土地を買収し、様々な問題が起きるのではないかと危惧さ

れているようですが、村の豊かな自然、景観を守るため、今後、条例の制定などを含めて検

討してまいりたいと考えております。 

  以上で窪木浩一議員の質問に対するお答えとさせていただきます。 
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○議長（前田武久君） １番、窪木浩一君。 

○１番（窪木浩一君） ありがとうございます。 

  とりわけ太陽光発電はクリーンエネルギーを生み出す革新的な製品として脱炭素やカーボ

ンニュートラルの実現といった目標のために国も力を入れており、私有地による個人や企業

の投資であったり、売電、土地の売買等、それ自体を悪いこととするものではもちろんあり

ませんが、例えばパネル火災等が起きれば山林火災につながるおそれや、昨今のゲリラ豪雨

など土砂崩れの危険、ほかにも地震、雷、台風などの自然災害も含めてそれらの影響でパネ

ルに含まれる有害物質、ヒ素、カドミウム、鉛、セレン等の正しく処理をされない場合の土

壌や河川への汚染被害、使えなくなったパネルの不法投棄や事業者の倒産等による施設放置

等も大きな問題となっており、事が起きれば隣接する土地や住民、村自体への影響も考えら

れると思います。記憶に新しい戸草の河川の件などもあり、何かの環境影響があった場合、

村が対応せざるを得なくなることになりかねないと考えます。 

  今後こういった施設整備からこのような環境リスクを生じた際に村はどのような対処をす

るか。また、それを未然に防ぐため事前対策をしっかりと具体的に決めておく必要があると

考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君に答弁を求めます。 

○村長（宗田雅之君） 窪木浩一議員の質問に答えさせていただきます。 

  まず、自然災害による土砂災害、あそこは割かし平坦地のところが多いため土砂崩れなど

の災害は少ないかと思いますが、そういうのを頭に入れていって、今後、指導していきたい

と思います。また、あそこの最初の中身については、取組の中身については、私ちょっと当

時関係していないというか、していないところがありますので、職員の中で知っているかな、

職員のほうで答弁させます。 

○議長（前田武久君） 農林商工課長、我妻君。 

○農林商工課長（我妻正紀君） 議員ご指摘のとおり様々なリスク、出てくると思います。事

業者、鮫川エナジーですね、こちらのほうとしっかりと協議をして対策を講じられるように

打合せ等重ねていきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） １番、窪木君。 

○１番（窪木浩一君） すみません。私の言葉足らずで、青生野のメガソーラーに関して言っ

ているだけではなくて、今後、例えば村でソーラー発電をする際に村の定めた一定条件を満
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たした方とかで設置ができる仕組みづくりとか、そういう災害に関して未然に防止できるよ

うな何か取決めみたいなものを協議できればと思っておりました。すみません。 

  このようなクリーンエネルギーと言われるものでもメリットとデメリットがやっぱり存在

しまして、何も起きなければそれにこしたことはないんですが、リスクをしっかりと認識し

た上で今後も対策を村で行っていければと思います。 

  以上で質問を終わりたいと思います。 

  ありがとうございます。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 青 戸 義 之 君 

○議長（前田武久君） ３番、青戸義之君。 

〔３番 青戸義之君 登壇〕 

○３番（青戸義之君） ３番、青戸です。 

  まず、１点目の質問から入らせていただきます。 

  今後の村づくり施策と政策について。 

  村長に就任し２年目となります。１年目を振り返るとともに今後の村づくりの施策と政策

を伺います。よろしくお願いいたします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君に答弁を求めます。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） ３番、青戸義之議員の１番目の質問にお答えします。 

  まず、私は村長就任後、職員にはまず挨拶をお願いいたしました。村の元気、職員の元気、

そして組織のまとまり、住民とのコミュニケーションを取るためにも挨拶は大変大切である

との思いで挨拶をお願いしました。私自身も日頃から大きな声で挨拶を心がけているところ

であり、今後も職員に挨拶の徹底を図っていきたいと思います。 

  また、若者の定住化を促すために財政的支援であります給食費の無償化、各検定料の全額

支援、あわせて今年度から実施しました保育園留学や先代から受け継いだ美しい里山の景観、

食を生かした関係人口の創出による定住人口の維持、拡充のために力を注いできました。ま

だまだ人口減少が進む中ではありますが、先般テレビで放映されました「田舎くれんぼ」、

そして今回、議員の紹介で実施しましたドレッドカリパーティーでは村外から2,800名ほど

の人の入場者がありました。鮫川村の知名度、そして関心も相当高まったものと想像します。 

  今後も定住人口の確保のための施設の検討を主に、義務教育学校の早期の設立と合わせた
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中心地の活性化にある、にぎわいのある村づくり、就農人口の確保による景観の保持、そし

て、高齢化が進む中での健康長寿のための取組やシニア世代が安心して生活するための集合

住宅の検討、さらには防犯・防災など山積する課題に汗を流していきたいと思います。 

  以上で、３番、青戸議員の１番目の質問にお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ３番、青戸君。 

○３番（青戸義之君） どうもありがとうございました。 

  今後の施策を遂行した上で昨年の評価をしっかりと行って、また、今の状況をよく判断し、

そして改善を図り、村長及び組織がどのような方向に向けて地域づくりをしっかり進めてい

くのかが重要と考えております。私自身も村長の方向性をしっかりと把握しながら住民の声

を聞き、村政にスピード感を持って尽力する考えです。 

  人口が減るから地域消滅と考えるのではなく、新しい仕組みづくりをつくることが大事で

はないでしょうか。もう一度、その新しい仕組みづくりを伺います。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） まず、私は村長になりまして一番先に考えたのは、にぎわいある村づ

くり、にぎわいを出すのにはどうするかということで、取りかかったのは関係人口の創出で

あります。いろいろな創出にも手法もあります。私は先代から受け継いだこの美しい里山の

景観、そして食文化を利用した村づくり、人は美しい景観、そしておいしいものがあるとこ

ろには必ずや来るものと私は認識しております。そのための関係人口の創出、そしてその後、

保育園留学、これも都会との、親子さんとのつながりで村に関心を持ってもらって、また、

そこで関係人口を増やして定住化に図りたい。そういう思いで全て人口維持、拡充のために

関連した流れでやっております。 

  その後、また、景観維持には農業支援、これは農家は本当に田畑の草を刈るばっかりじゃ

なくて、守るばっかりじゃなくて景観、周りの景観まできれいに整備しております。この農

家を守らなくては村の景観整備はあり得ないと私は考えております。 

  あわせて、高齢者の対策、これも年々少子高齢化に伴って高齢者が多くなっております。

この高齢者が、一生懸命村のために働いてくれた高齢者を何とか守ってやりたい、何とか健

康長寿を伸ばしてやりたいという思いで様々な施策、今度のマージャンなどもそうです。こ

れは全国的に相当はやってきております。こういうのをやることによって、また生きがい、

生きがいも変わってくるのかな、そういう思いでもおります。 

  また、先ほど質問にお答えいたしました、やっぱり都会に出る子供たちにとって一番心配
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なのは親御さんなんです、親なんですよ。親とかじいちゃん、ばあちゃん、お父さん、お母

さんなんですよ。そういうことに対してどういう対応を行政でしてやるかと、それも一つの

思いで集合住宅などの検討もしてきました。 

  今後それらを含めてまだまだ山積している課題も相当あります。そういうのを含めて議員

さんのお力添えを借りながら今後、進めていきたいと思います。 

  よろしくお願いします。 

○議長（前田武久君） ３番、青戸君。 

○３番（青戸義之君） ありがとうございました。 

  もう１年が過ぎて、あと任期中、あと３年ですか。この任期中、存分に力を発揮していた

だければ幸いだと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

  ２つ目の質問に入らせていただきます。 

  ２つ目の質問は、村の環境整備、景観の維持について。 

  村内には村道、農道、林道、施設等が多々あります。今後、環境整備、よい景観の維持に

ついて設備が必要となります。今年は地元の建設会社の協力によって整備を行っておりまし

た。今後の緊急性をまた鑑み、村において作業機械の導入を検討してはどうか伺います。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君に答弁を求めます。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） ３番、青戸義之議員の２つ目のご質問、村の景観整備、環境の維持に

ついてお答え申し上げます。 

  村では昨年まで鮫川村シルバー人材センターへ国道、県道、村道、林道、沿線の草刈り作

業を委託し実施してまいりましたが、シルバー人材センターの会員数の減少により実施でき

る作業範囲も限られてきたことから、今年度より里山景観維持業務として村道、林道の草刈

り作業を村内５社の建設業者に委託し、４月中旬から８月中旬までに作業を実施したところ

であります。また、50万未満の小規模工事については単価契約により迅速に発注できるよう

にし、道路などの維持管理に努めているところでございます。 

  議員おただしの作業機械を導入検討につきましては、建設会社への委託に加え、新たに村

として作業機械を導入して直営で作業をすることとなると、人材の確保と機械の購入費や維

持管理費が高くなることが想定されます。したがいまして、現在のような業者への委託が、

作業効率、村の財源も限られたものであることから、コストの面でも最善であると考えてお

ります。 
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  一方で、高齢化により作業ができない地域が今後ますます増えることも想定されるため、

作業機械の導入につきましては、将来に向けて検討したいと考えております。 

  以上で青戸義之議員の２つ目のご質問に対するお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ３番、青戸君。 

○３番（青戸義之君） これからますます労力不足が進むということになってくると思います。

ですから、これも先ほど村長さんの答弁もあったように機械の導入を今後考えていきたいと

いうことでしたので、これも早急に何らかの対応策が必要になるかと思います。また、人力

の労力ということは過大に負担になるというもあり、だんだんと高齢化が進んでいますので

どうしても人手不足になると思います。 

  あと今、除雪なんかは近隣の、村所有の土地に対しては地域住民の人が除雪なんかをして

くれているわけです。そして、その燃料費を支払ったりしているわけですので、この除草に

関しても地域の人とよく話をして、もしそのぐらいだったらば私が刈ってやってもいいよと

いうぐらいの話が出てきた場合に、やっぱりボランティアということじゃなくて、今の燃料

代、すごく高いですね、ましてや混合油は高いですから、せめて燃料費を助成するとか、あ

とは少し日当まではなくても若干の報酬をお支払いして、少しでもお手伝いしてもらえれば

いいのかなと思っています。 

  私も知り合いのほうにちらっとこんな話ししたらば、そういうことぐらいだったらば協力

できっかもよという人もやっぱりおりますので、これは村のほうから働きかけて少しでも応

援してもらえるようだったらばしてもらったほうがいいのかなと思っています。 

  これからあまり人力の負担にならないような対策を講じていただければ幸いだと思ってい

ます。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

  以上で終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 本 郷 弘 義 君 

○議長（前田武久君） ２番、本郷弘義君。 

〔２番 本郷弘義君 登壇〕 

○２番（本郷弘義君） ２番、本郷弘義。 

  昨年の６月議会で森林の伐採関係について質問をさせていただきました。 

  今回は森林資源の利活用についてと、小中一貫教育のための校舎建築についての２点につ
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いて質問をさせていただきます。 

  まず１つ目ですが、森林資源の有効な利活用についてであります。 

  本村の森林面積は、総面積の74から76％。ここから切り出される人工林の針葉樹や広葉樹

の伐採材で単価の高い部位は建築材やパルプ材として搬出し売却されますが、端材や枝葉、

いわゆるほだの部分ですね、それらは山林に放置されています。 

  この端材等を木質バイオマス燃料としてボイラー等での熱利用や発電に使えばＣＯ２の低

減にもつながるものと思われます。それらの端材等がさぎり荘のボイラーのまき燃料として

利用されれば山林の所有者等も意欲が湧き、雇用の創出や山の管理にも有効であると考えま

す。また、さぎり荘のまき燃料の需要と供給がバランスよく運営できれば大変理想ではない

かと思うところであります。 

  これらを踏まえまして、堆肥センターでのまきの買取価格を見直していただきたいと思い

ますが、村長の考えをお伺いいたします。 

  よろしくお願いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君の答弁を求めます。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） ２番、本郷弘義議員の１つ目、森林資源の有効な利活用についてのご

質問に対してお答えいたします。 

  議員ご指摘のとおり、木材の利用は地球温暖化対策にも有効な手段であると認識しており

ます。令和５年度に村に伐採届が提出された件数は62件で、伐採面積は168ヘクタールとな

っております。今年度も既に23件の届出が提出されております。村内山林の伐採が活発に行

われている状況です。 

  一方で、議員ご指摘のとおり、端材や曲がり材など価格の低い未利用材が山林に放置され

ており、これらを森林資源として有効利用できれば、森林の保全、雇用の創出、地域経済の

循環も見込めるものと考えております。 

  一方で、端材や曲がり木には形状や大きさが個体により異なるため、さぎり荘で使用する

ためには運搬効率が悪く、また、ボイラーへの投入が行えないことから、購入することは難

しい状況であります。 

  今後は、堆肥センターにおけるまきの買取価格や搬入木材の規格について検討するととも

に村内産の木材を有効活用できるよう検証してまいります。 

  以上、２番、本郷弘義議員のご質問に対するお答えとさせていただきます。 
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○議長（前田武久君） ２番、本郷君。 

○２番（本郷弘義君） ありがとうございました。 

  堆肥センターでのまきの買取価格は実寸によって違います。一番高いものでクヌギ、ナラ

関係で10キロで60円となっております。例えば軽トラ350キロ、満載に積んで持ち込んだ場

合の受入価格はこの計算ですと2,100円ですね、一番いいので。森林から搬出して１日４回

運んでも8,400円。これに係る経費等を計算しても全然割に合わない仕事なんです。そのた

め、端材は余計な手をかけずに山林に放置されてしまうというのが現状であります。 

  ボイラーの燃料とされる重油の価格ですね、リッター大体110円ほどです。端材は軽トラ

１台で350キロ積んで2,100円、重油約19リッター相当。まき350キロと重油19リッターの熱

エネルギー発生熱量の単純比較はできないと思いますけれども、まきは循環できる再生資源

で無限に使える可能性があります。 

  一方、化石燃料は有限で将来枯渇します。森林をつくり、森林を守ることは水源涵養、山

地災害防止、森林生態系の保全、木材生産維持、ＣＯ２を吸収して地球温暖化を抑制するこ

となどに大きな役割を担っております。また、山林等の所有者が森林の手入れ、管理をする

ことによりわずかであっても収入を得ることができれば意欲と生きがいの弾みとなり、健康

維持にもつながるものと考えます。 

  したがいまして、もう少し受入価格を上げていただければと考えますので、よろしくお願

いします。 

○議長（前田武久君） 村長、宗田雅之君。 

○村長（宗田雅之君） まず、端材と曲がり木、これもちょっとやりようによっては私、利用

価値があるのかなと。ただ、ボイラーには入れなくても、これ肥料関係、今、東京農大さん

とも提携しておりますので、こういう細かく砕いて肥料関係なんかに利用できないのかなと

いう頭もあります。こういうのを利用することで山もきれいになりますし、そこらも今後検

討、何か利用方法を検討していくという方法でおります。 

  また、今まきの価格であります。今、本当に燃料費も何も上がっている中で今の搬出価格、

買取価格では本当に大変だと思いますので、今後、検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） ２番、本郷君。 

○２番（本郷弘義君） よろしくお願いをいたします。 

  それでは２つ目、小中一貫教育のための校舎建築について質問をさせていただきます。 
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  過日、議会全員協議会におきまして鮫川村義務教育学校基本構想が公表されました。この

一大プロジェクトをまとめ上げました教育長をはじめ関係役員の方々のご労苦にまず感謝を

申し上げたいと思います。 

  この鮫川村義務教育学校基本構想の中に学校移転に伴う校舎の建築工事が発生します。そ

こで質問に入らせていただきます。 

  学習や教育の場には木質感が大変重要な効果があると言われております。今回の校舎建築

に当たりまして、木材の豊富な森林資源を生かすため、地場産、鮫川産ですね、特に、木材

をふんだんに使ってほしいと思います。 

  木材は通気性や調質性、断熱性に優れ高温多湿の日本の気候に適しております。また、消

臭や抗菌、ダニやアレルギー物質の防除にも効果があると言われております。特に、内装材

に利用することにより心身のリラックス効果やストレス抑制効果、それから集中力を持続さ

せる効果もあるそうなので、教育現場には不可欠な要素であると思います。また、本村には

木材を使いこなす優秀なたくみと言われる大工職人さんが大勢いますので、ぜひこの際に、

地元での校舎建築に当たり腕を振るう場を設けていただきたい。今から構想を練って段取り

をしていただきたい。 

  教育長の考えをお聞かせください。よろしくお願いします。 

○議長（前田武久君） 教育長、藤田充に答弁を求めます。 

〔教育長 藤田 充君 登壇〕 

○教育長（藤田 充君） ２番、本郷弘義議員の２つ目、幼小中一貫教育のための校舎建築に

ついてのご質問にお答えいたします。 

  まず、地場産木材の活用につきましては、木材が快適性、経済性や耐久性等において、他

の材料に比べ優位性があるとともに、森林の活性化に寄与することにつながるものと考えて

おります。また、森林のＳＤＧｓ化を目指した脱炭素社会の実現に資する等のための建築物

等における木材の利用の促進に関する法律、旧法律では木材利用促進法となりますが、これ

については建築物全般の木造率向上を目標としていることから、補助金の対象の拡大や補助

率のかさ上げにつながる可能性もあります。 

  鮫川村といたしましても、ぜひとも地場産材の活用を図り、新しい学校の木材による環境

づくりと、村の産業の林業の振興に寄与してまいりたいと考えております。 

  次に、校舎建築における村内の職人の活用につきましては、鮫川にふさわしい建築が期待

されるよう村の自然や環境に通じた職人の手に幾らかでも関わっていただくことは大きな意
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味があると考えております。このことから、参入していただけるよう配慮してまいりたいと

考えております。 

  以上、２番、本郷弘義議員の２つ目のご質問に対するお答えとさせていただきます。 

  よろしくお願いします。 

○議長（前田武久君） ２番、本郷君。 

○２番（本郷弘義君） ぜひとも前向きにお願いをしたいと思います。 

  建築物を造るのには建物の用途、規模、階数、地域によって様々な法規の規制がかかりま

す。開発行為、学校教育法関係、建築基準法関係、消防法等がありますが、これらの法規を

遵守しながら、未来をつくる子供たちのためによりよい環境を整備していただきたいと思い

ます。また、建築コストも純木造、一部木造の複合構造、内装のみ木材使用など設計の内容

で大きく変わります。計画は慎重を期し、時間を惜しまず進めていただきたいと思います。 

  木材の利用は今、お話ありましたけれども、カーボンニュートラルの推進からも一考して

いただきたいと思います。また、建築に当たりましては、地元の企業も工事に関われるよう

な機会を見られるような発注方法を望みますが、いかがお考えでしょうか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（前田武久君） 教育長、藤田君。 

○教育長（藤田 充君） 本郷議員のただいまのご質問にお答えいたしますが、学校という建

築を考えた場合には、いわゆる強度の問題から県産材が使える、そして、村から出た材木を

使える。いろいろな場面が想定されますが、やはり強度を考えると集成材とかコンクリート

は入ってくるというふうには思っております。木材を使用する建築物の坪単価もいろいろな

統計が出ておりまして、使い方によっては有利に働くということも承知しております。 

  また、作業に当たる職人の方ですが、これは村内の企業で対応できる部分についてはぜひ

ともお願いしたい。主体的にお手伝いをいただくということになるかと思います。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） ２番、本郷君。 

○２番（本郷弘義君） いろいろ、本当に面倒なことをありがとうございます。 

  なるべく地元の木材を使えるところに使う、それから地元の企業の、多分これだけの規模

になると村内の業者では対応できません。ですから、仮に請け負った業者の方に、できれば

うちの村の業者も使ってくれよと、そういうふうな口添えなんか、いただければいいのかな

と思います。 
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  それから、学校は学びの場、それから集団生活の場、それから地域公共施設としての役割

がありますので、鮫川村のシンボルとなるよう私も微力ながら応援いたしますので、よろし

くお願いをいたしまして私の質問を終わらせていただきます。 

  ありがとうございました。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 遠 藤 貴 人 君 

○議長（前田武久君） ７番、遠藤貴人君。 

〔７番 遠藤貴人君 登壇〕 

○７番（遠藤貴人君） 再放送も合わせて２回、鮫川村が舞台となった「田舎くれんぼ」が放

送された影響が様々な形として表れてきております。前回、私はこのテレビ放送を交流人口

の増加につなげていただきたいと申しましたが、これは村長お一人にお任せするものではな

く、村民お一人お一人それぞれの立場でテレビ放送をきっかけとした交流人口の増加につな

げることのできるものです。私自身も村民としてこれらに取り組んでまいる所存でございま

す。 

  それでは、通告に合わせまして一般質問をさせていただきます。 

  郷土愛を育む学校教育についてです。 

  本村の学校教育について、以下の点でお伺いをいたします。 

  子供たちに日本の成り立ちである神話についてどのような教育がされてきたか。 

  歴史や伝統を子供たちに伝えることが本村ならではの郷土愛を育む教育となり得るが、ど

のように取り組んでいるかをお伺いします。 

○議長（前田武久君） 教育長、藤田充に答弁を求めます。 

〔教育長 藤田 充君 登壇〕 

○教育長（藤田 充君） ７番、遠藤貴人議員の郷土愛を育む学校教育についてのご質問にお

答えいたします。 

  まず、神話についてでございますが、神話についての教育は、学校の学習の基準である国

の学習指導要領においてこのように書いてございます。「昔話や神話、伝承などを読み聞か

せを聞くなどして我が国の伝統的な言語文化に親しむこと」とあります。小学校、これは１、

２年生の国語で扱っております。神話、伝承は日本の長い歴史の中で国の始まりや形成過程、

人の生き方や自然などについての古代からの人々の物の見方や考え方が現在に引き継がれて

きたものであります。 
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  現在、２年生の国語で「因幡の白ウサギ」を学習しておりますが、学習指導要領にありま

すように読み聞かせを聞く内容となっております。また、６年生においても、我が国の歴史

上の主な事象について学習がありますが、神話については、これは社会でございますが紹介

をする内容となっております。 

  次に、郷土愛を育む教育についてでございますが、小学校４年生社会において、「歴史的

背景や現在に至る経過、保存や継承のための取組などに着目して、県内の文化財や年中行事

の様子を捉え、人々の願いや努力を考え表現すること」とあります。 

  本村におきましては、小学校のキャリア教育の一環である鮫川学と、その中で歴史探訪や

文化財巡りなどを企画しており、また、語り部による読み聞かせや鮫川村伝承である紙すき

などを実施しております。 

  教育委員会といたしましては、今後とも村固有の歴史文化、伝承をつなぐ教育を通して児

童・生徒の郷土愛が将来にわたって深まり、育むよう努めてまいる所存であります。 

  以上、７番、遠藤貴人議員のご質問に対するお答えとさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ７番、遠藤君。 

○７番（遠藤貴人君） 来年度、中学校の教科書が改訂になるということで、今、使われてい

る教科書、小学校、中学校の教科書を公民館のほうで閲覧をさせていただきました。そのと

きに、私、中学校の教科書しか、ちょっと歴史教科書を中心に見ていたので、見落としがや

っぱりあったんだなというふうに今、感じたんですけれども、その教科書には日本の神話の

記載がなかったものですから、そういった教科書を使っていることに関してどうお感じにな

っていますかということを聞こうと思ったんですけれども、今、教育長の答弁の中では、小

学生の国語の教科書の中に「因幡の白ウサギ」のお話があるよというようなお話だったので、

確かに私も相当昔なのでうろ覚えなんですけれども、「因幡の白ウサギ」とか「ヤマタノオ

ロチ」とかそのぐらいは、国語の教科書に、たしか国語の教科書か道徳か、何かそんな教科

書に載っていたななんていうふうに今、思い返しました。ですので、そういったことで最低

限の神話の教育はやっているよというような答弁であったかというふうに感じました。 

  今、全国的に未婚率が高いことというのは、私は個人的にはやっぱり収入が上がらないこ

とが一番の原因だなというふうに感じています。また、そういった地方から東京を中心とす

るような大都市に人口が流出してしまうというのは、仕事の選択肢が狭くなるということが

一番の要因じゃないかなというふうに私個人的には考えているんですけれども、ただ、今回

質問しています神話とか歴史、そういったことを学ぶということも少なからずこういった、
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今、全国的に抱える問題の一つの要因であるというふうな私自身が信念がありますので、こ

ういった質問をしているところであります。 

  イギリスの歴史哲学者、トインビー、世界的に有名な学者ですので教育長もご存じだと思

いますが、アーノルド・Ｊ・トインビーが残した言葉の中で、「自国の神話や歴史を学ばな

い民族は100年以内に必ず滅びる」という言葉を残しています。 

  大東亜戦争から本年で79年。ＧＨＱだとかウォー・ギルト・インフォメーション・プログ

ラムだとかと申しますと話が大きくなるので申しませんが、戦後教育で失われてしまった日

本の神話を学ばなければならないなというふうに感じています。それは、今言った「因幡の

白ウサギ」とかそういったことは、もちろんこれは最低限のことだと思うので、さらにとい

うところなんですけれども、教育長、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（前田武久君） 教育長、藤田君。 

○教育長（藤田 充君） どうもありがとうございます。 

  まず、故郷に対するそういうふうな歴史、それから神話、そういうようなものがちょっと

した社会構図を変えるというふうなことについては、実は私も思っておりまして、一番人間

にとって、我々、田舎に育ったんですけれども、大事なものは郷愁という言葉だと思います。

その郷愁には、やっぱりその土地で生まれ育って、学んで、そしていろんな人との関わりの

中で培われていくものだと思いますし、私自身も東京で学んでいたときに、やっぱり郷愁の

念というのは決して絶たれることはありませんでした。そういう面において、これは非常に

大事だということで、学校教育においてもやっぱり実際の授業の中で扱われるべきものだと

いうふうに考えております。 

  実は、戦後しばらくこの神話については学校教育で扱われなかったという事実があります。

それがこの23年ですか、の学習指導要領改訂によってまた扱われるようになったということ

で、私自身としては非常にいいことだなというふうに思います。 

  ただ、議員ご承知のように、物語として扱っているということが重要でありまして、今後

はさらに拡大すると思いますが、この物語の真意をその村にあるそういうものを追究するん

ではなくて、日本の伝統や文化として語り継がれていく、そういうふうな教材になってくれ

ればいいなというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） ７番、遠藤君。 

○７番（遠藤貴人君） ２年前に海ノ民話のまちプロジェクトによって鮫川の鮫伝説、化身し
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た黄金の鮫として鮫川の民話、神話がアニメーションになりました。当時は小学生に上映会

などもあったようですが、その後、去年だったと思いますので今年になるかと思うんですけ

れども、その後そういった上映会などそれらに関わる、このアニメーションに関わる何かそ

ういった施策はありましたでしょうか。お伺いをします。 

○議長（前田武久君） 教育長、藤田君。 

○教育長（藤田 充君） 私の知る限りにおいて、私が就任してからはそういう報告はござい

ません。 

  ただ、各学校にＤＶＤがありますし、ユーチューブでも配信されておりますので、活用に

ついては今後促していきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） ７番、遠藤君。 

○７番（遠藤貴人君） 私もユーチューブのほうで拝見をしました。学校にＤＶＤも配られて

いるということでありましたけれども、ぜひこれは、せっかくこういった形で鮫川の神話が

アニメーション化されたということですので、何とかこれを生かして小学生をまた集めて上

映会、それは全学年でなくても構わないんですけれども、学校の中でも構わないので、何か

皆さんで同じ映像を見て一緒に何か考えるような機会というのをぜひつくっていただければ

というふうに感じています。 

  なぜそういうことを私、申しますかというと、教育長よく、恐らくご存じだから伺わせて

いただくんですけれども、塙町には寺西代官の読み物、本があると思うんです。恐らく「縁

結び代官寺西封元」みたいな本だったと思うんですけれども、とても大事な取組だなという

ふうに感じていまして、何でそれが大事かというふうに申しますと、やっぱり先人の立派な

考え方とか生き方というものに触れることによって、自分はどこまでできるか分からないけ

れども、このような生き方を目指していくんだというような気骨を持つきっかけになるとい

うふうに私は感じているんです。 

  ですからそういった人物が過去に塙町にいたこととか、そういった者が今現在で読み物に

なっていることとか、これ、非常に私は塙町にとっての財産だし羨ましいなというふうに感

じるんですけれども、ですから、鮫川でもぜひそういったものをうちの村でもぜひつくって

いきたいというふうに感じるんですが、いかがでしょうか。 

○議長（前田武久君） 教育長、藤田君。 

○教育長（藤田 充君） ありがとうございます。 
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  私も塙出身ですので、それは、寺西代官が１つ角川文庫から発刊されて多くの人に読まれ

ているということについて非常に嬉しく思っております。また、これまで、ここ数年前まで

は町中に寺西８か条というものがあって、そして、町民のそれぞれの生活の中に寺西８か条

があって受け継がれてきたと思います。 

  ただ、本については、これは偶然だそうです。こちらで依頼して執筆されたものではなく

て、その執筆者である、何と申しましたか、ちょっと作家の名前は忘れましたが、「超高

速！参勤交代」を書いた人です。その方が独自の調査をもってあの小説を書いたというとこ

ろで、非常に町ではありがたがっておりました。今はちょっと分からないんですけれども。 

  あと、鮫川村において、やり方はいろいろあると思うんですけれども、そういう本を書い

ていただける方がいればありがたいんですが、こちらで企画をしたり、人物についてですね、

それからそれに関わる文化講演会などを開くなどして、やはり鮫川村のこれまでの伝承や伝

統、そういうものを村民と共に共有する場を設けていければなというふうに思っております。 

○議長（前田武久君） ７番、遠藤君。 

○７番（遠藤貴人君） その作者が参勤交代の方と同一だというのは今初めて知りましたけれ

ども、恐らくそれはあれですよね、いわきの湯長谷藩の恐らく参勤交代のお話が元になった

映画だったかなというふうには思うんですけれども。 

  さっきの鮫池なんですけれども、今の寺西代官の話は偶然だったと、これは非常に塙町に

とってはすばらしい偶然だなというふうに感じて聞いていたんですが、民話に登場した鮫池

と呼ばれる現地へ行って、本来であれば小学生などにその場所に行って体で、五感でやっぱ

りそういったものを感じていただいて、ここが鮫川村という名前のルーツ、原点になった池

なんだと、神話の場所がここなんだといったことを感じていただきたいなというふうに思っ

ているんですが、鮫池への道は相当大変な道なようで、なかなか子供が行けるようなところ

ではないと。 

  それは非常にもったいないなというふうに私は感じていまして、これは段階的になるかと

は思うんですが、少しずつ整備を進めていって、鮫池というところに誰でも訪れて、ここが

鮫川村のそういったルーツなんだというものを体験できるような、そういった場所になって

いけばいいなというふうに感じていますが、その点についてもいかがでしょうか。 

○議長（前田武久君） 教育長、藤田君。 

○教育長（藤田 充君） 鮫池については、実際にこの話を聞いて、昨年になりますが、村外

の方から鮫池に行く道はどうなっているんだと、そこに看板はあるのかというような話があ



－４９－ 

って、ちょっと行けないんではないかという判断を職員のほうで対応したということがござ

いました。 

  整備につきましては、私有地でもありますし、池が現存しているわけでもないということ

もございますので、これは本当に研究の余地があると思います。 

  ただ、あれだけメジャーに鮫池というものが村外の方に知っていただいたわけですので、

何らかの形で、今は地図だけですけれども、紹介できればなと、そういうふうな方法も考え

ていきたい。つまり、鮫池の場所に行ってそういう物語に触れるような機会はつくりたいな

というふうには思っております。 

  以上です。 

○議長（前田武久君） ７番、遠藤君。 

○７番（遠藤貴人君） 私有地ですとか、今現在、池のていをなしていないというか、そうい

ったところもありますので、もちろんおっしゃることも理解いたしますが、やはり先ほど申

しましたように段階的に何かあそこを、本当に貴重な場所だと思いますので、そのまま手つ

かずにしておくのはいささかもったいないという感じがしますので、何とかそういった場所

を生かしていけるような施策につなげていければいいなというふうに感じています。 

  最後になりますけれども、明治22年の合併から今年で135年になるようです。鮫川村が鮫

川村として今現在も存在している原点が、何度も言いますがそこにあると私は感じています。

神話や民話が日本民族、そして鮫川村民のアイデンティティーとなるよう期待を申し上げ、

今般の私の一般質問を終わらせていただきます。 

  どうもありがとうございました。 

○議長（前田武久君） 以上で一般質問を終わります。 

  ここで２時20分まで休憩します。 

（午後 ２時０１分） 

──────────────────────────────────────────── 

○議長（前田武久君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時２０分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎報告第３号の上程、説明、質疑 

○議長（前田武久君） 日程第５、報告第３号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び

資金不足比率についてを議題といたします。 
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  本件について報告内容の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、報告第３号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び

資金不足比率につきましてご説明申し上げます。 

  議案書の１ページをお開き願います。 

  この報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の

規定に基づき、監査委員の意見を付し議会に報告するものであります。 

  健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも各健全化基準を下回る良好な比率であり、

健全な財政状態であることを示しております。 

  以上で報告第３号の説明とさせていただきます。 

○議長（前田武久君） ここで、令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率に

ついては、審査意見書が監査委員から提出されておりますので、審査の結果について報告を

求めます。 

  代表監査委員、森洋君。 

〔代表監査委員 森  洋君 登壇〕 

○代表監査委員（森  洋君） それでは、まず議案書２ページ、令和５年度健全化判断比率

審査意見書と、３ページの令和５年度資金不足比率審査意見書について、監査委員を代表い

たしましてご説明を申し上げます。 

  最初に、２ページの令和５年度健全化判断比率審査意見書であります。 

  １の審査の概要につきましては、村長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎

となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施したものであ

ります。 

  ２の審査結果であります。 

  （１）は総合意見であります。この内容は、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事

項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認めました。 

  表の①実質赤字比率欄と②の連結実質赤字比率欄は、いずれも黒字決算のため算出されま

せんので、ハイフンで表しております。 

  ③の実質公債費比率は6.4％と算出されております。令和４年度の比較で0.4ポイントほど

下回りました。早期健全化基準の25％を大きく下回り、健全財政であることを示しておりま
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す。 

  ④の将来負担比率につきましては、比率が算定されないため、ハイフンで表しております。 

  （２）の個別意見は、表の説明であります。 

  （３）の是正改善を要する事項では、特に指摘すべき事項はありませんでした。 

  次に、３ページの令和５年度資金不足比率審査意見書であります。 

  １の審査の概要につきましては、村長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施したものであり

ます。 

  対象となる特別会計は、簡易水道事業特別会計と集落排水事業特別会計であります。 

  ２の審査結果でありますが、（１）の総合意見では、審査に付された公営企業における実

質収支の状況で、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも

適正に作成されているものと認めました。 

  （２）の個別意見でありますが、簡易水道事業特別会計と集落排水事業特別会計のいずれ

の会計も資金不足額が生じておらず、経営健全化基準の20％を下回り、良好な状態を示して

おりますので、表ではハイフンで表しております。 

  （３）の是正改善を要する事項では、特に指摘すべき事項はありませんでした。 

  以上、報告といたします。 

○議長（前田武久君） ただいま報告されました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  以上で報告第３号の報告は終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎報告第４号の上程、説明、質疑 

○議長（前田武久君） 日程第６、報告第４号 専決処分の報告について（和解）を議題とい

たします。 

  本件について報告内容の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 
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○村長（宗田雅之君） それでは、報告第４号 専決処分の報告につきましてご説明申し上げ

ます。 

  議案書の４ページをお開き願います。 

  地方自治法第180条第１項の規定に基づき、議会においてその議決により特に指定されて

おります損害賠償に係る事件で、その金額が30万以下のものに係る和解につきまして専決処

分しましたので、同条第２項の規定により報告するものでございます。 

  議案書の５ページをご覧ください。 

  専決第１号、専決処分の内容でありますが、本件は令和６年３月27日に発生し双方が損害

を受けた物損事件に関し、相手方との和解について令和６年６月３日に専決処分したもので

あります。和解の相手方の氏名などは議案書に記載のとおりであります。 

  次に、事故の概要であります。令和６年３月27日午前10時11分頃、大字渡瀬字関下地内の

国道289号線を走行していたスクールバスがＵターンしようと右折したところ、後方から追

い越してきた相手方の車両と接触し、双方の車両が損傷したものであります。和解の内容で

ありますが、相手方と話合いを進めてまいりましたが、先般、示談が成立いたしましたので、

その対応をさせていただいたものでございます。 

  以上で報告第４号 専決処分の報告とさせていただきます。 

○議長（前田武久君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  以上で報告第４号の報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎承認第１号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（前田武久君） 日程第７、承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和

６年度鮫川村一般会計補正予算（第２号））を議題といたします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、承認第１号 専決処分の承認を求めることについての内容

であります。 
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  専決第２号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第２号）についてご説明を申し上げま

す。 

  今回の補正予算は、福島県議会議員選挙の執行経費を計上したものであり、地方自治法第

179条第１項の規定に基づき令和６年７月22日に専決処分したので、同条第３項の規定によ

り議会に報告し、その承認を求めるものであります。 

  議案書の６ページから９ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、１ページから６ページ

をご覧願います。 

  補正前の予算総額31億2,092万7,000円に対し、今回321万9,000円を増額し、補正後の予算

総額を31億2,414万6,000円とするものであります。 

  事項別明細書の２ページをお開きください。 

  歳入につきましては、15款県支出金、３項１目５節選挙費委託金として321万9,000円を受

け入れるものです。 

  次に、歳出につきましては、２款総務費、４項４目福島県議会議員選挙費456万円を計上

し、歳入の不足分を補塡するため13款予備費を134万1,000円減額するものであります。 

  以上で、承認第１号の説明とさせていただきます。 

  ご承認賜りますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（前田武久君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  これから承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度鮫川村一般会計

補正予算（第２号））を採決します。 

  本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  よって、本件は原案のとおり承認されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５８号の上程、説明 

○議長（前田武久君） 日程第８、議案第58号 鮫川村国民健康保険条例の一部を改正する条

例を議題とします。 
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  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、議案第58号 鮫川村国民健康保険条例の一部を改正する条

例につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

  議案書の10ページをお開き願います。 

  本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用などに関する法律の一

部を改正する法律の施行に伴い、令和６年12月２日以降、国民健康保険の被保険者証が発行

されなくなることから、条例の一部を改正するものであります。 

  以上で議案第58号の説明とさせていただきます。 

  原案に賛同賜りますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５９号～議案第６７号の上程、説明 

○議長（前田武久君） 日程第９、議案第59号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第３号）

から日程第17、議案第67号 令和６年度鮫川村集落排水事業会計補正予算（第１号）までの

９議案を一括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、議案第59号から議案第67号までの９議案につきまして、提

案理由のご説明を申し上げます。 

  今回の令和６年度の一般会計、各特別会計及び各公営企業会計の補正予算につきましては、

令和５年度各種事業費の確定に伴う国・県などへの償還金の補正及び令和５年度決算に伴う

前年度繰越金の確定のほか、所要の経費を計上しております。 

  なお、前年度からの繰越金につきましては説明を省略させていただきますので、ご了承を

お願いいたします。 

  各会計の補正予算の事業費内訳等につきましては、議案書及び歳入歳出補正予算事項別明

細書をご覧願います。 

  なお、これらを用いた議案の詳細につきましては、鈴木副村長からご説明申し上げます。 

○議長（前田武久君） 副村長、鈴木大介君。 
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〔副村長 鈴木大介君 登壇〕 

○副村長（鈴木大介君） では初めに、議案第59号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第

３号）につきましてご説明申し上げます。 

  議案書の11ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の７ページをお開き願います。 

  補正前の予算総額31億2,414万6,000円に対し、今回３億5,476万3,000円を増額し、補正後

の予算総額を34億7,890万9,000円とするものであります。 

  以下、事項別明細書でご説明いたします。 

  初めに、歳入の主なものについてご説明いたします。 

  ９ページをご覧願います。 

  １款村税、１項村民税、２項固定資産税及び３項軽自動車税の各２節、滞納繰越分の増額

につきましては、令和５年度分までの滞納繰越分を計上するものであります。 

  ９款地方特例交付金、１項１目１節地方特例交付金1,210万1,000円の増額につきましては、

令和６年度減収補塡特例交付金の交付額の決定によるものであります。 

  10款地方交付税、１項１目１節地方交付税4,000万円の増額につきましては、令和６年度

普通交付税の交付額の決定によるものであります。 

  10ページをご覧願います。 

  14款国庫支出金、２項１目１節総務費補助金451万4,000円の増額につきましては、個人番

号カード交付事務費143万4,000円及びデジタル基盤改革支援事業費308万円を受け入れるも

のであります。 

  11ページをご覧願います。 

  16款財産収入、２項１目１節物品売払収入78万9,000円の増額につきましては、競売によ

り公用車３台を売却したものであります。 

  12ページをご覧願います。 

  17款寄附金、１項１目１節地域振興費寄附金150万円の増額につきましては、ふるさとづ

くり寄附金の増額によるものであります。 

  同じく２節その他の寄附金210万円の増額につきましては、本村第１号及び第２号となる

企業版ふるさと納税としまして企業から２件の寄附があったものであります。 

  18款繰入金、２項９目１節農山漁村活性化基金繰入金350万の増額につきましては、農業

担い手機械等導入支援事業費補助金といたしまして活用するため繰り入れるものであります。 

  20款諸収入、５項１目１節雑入830万円の増額につきましては、新型コロナウイルスワク
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チン定期接種の助成金であります。 

  13ページをご覧願います。 

  21款村債、１項３目１節緊急防災・減災事業債2,970万円の増額につきましては、防災行

政無線情報配信システム整備事業のために借り入れるものであります。 

  同じく６目１節緊急自然災害防止対策事業債4,050万円の増額につきましては、農業用水

路修復事業について辺地対策事業債から借り入れるとともに、今年度において工事まで完了

させるために増額するものであります。 

  次に、歳出の主なものについてご説明いたします。 

  14ページをご覧ください。 

  ２款総務費、１項５目24節積立金１億2,887万4,000円の増額につきましては、地方財政法

第７条第１項の規定に基づき、決算剰余金の２分の１を財政調整基金に積み立てるもののほ

か４つの基金に積み立てるものであります。 

  17ページをご覧願います。 

  ３款民生費、１項５目22節償還金、利子及び割引料332万7,000円の増額につきましては、

令和５年度の各事業費の確定に伴う返還金であります。 

  19ページをご覧願います。 

  ４款衛生費、１項２目12節委託料1,180万円の増額につきましては、新型コロナウイルス

ワクチン定期接種業務を計上するものであります。 

  20ページをご覧願います。20ページからです。 

  ６款農林水産業費、１項６目14節工事請負費3,558万3,000円の増額につきましては、今年

度、農業用水路修復工事の測量設計業務のみを計上しておりましたが、令和７年度の作付に

間に合わせてほしいとの地元住民からの要望を受けて、工事請負費を計上するものでありま

す。 

  22ページをご覧願います。 

  ９款消防費、１項３目12節委託料2,970万円の増額につきましては、防災行政無線情報配

信システム整備業務といたしまして、福島県防災アプリとの連携に伴う情報配信システム増

設に要する経費を計上するものであります。 

  23ページをご覧願います。 

  10款教育費、１項２目12節委託料8,600万円の増額につきましては、公立学校等複合施設

基本設計業務8,000万円及び基本設計プロポーザル要領委託仕様書作成業務600万円を計上す
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るものであります。 

  続きまして、各特別会計及び公営企業会計の補正予算の説明をさせていただきます。 

  議案第60号 令和６年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）に

つきましてご説明申し上げます。 

  議案書の17ページ、事項別明細書の30ページをお開き願います。 

  補正前の歳入歳出予算総額４億2,195万円に対し、今回2,974万2,000円を増額し、補正後

の歳入歳出予算総額を４億5,169万2,000円とするものであります。 

  初めに、歳入の主なものについてご説明いたします。 

  事項別明細書の31ページをご覧願います。 

  １款国民健康保険税、１項１目一般被保険者国民健康保険税376万3,000円の増額につきま

しては、令和５年度までの滞納繰越分を計上したものであります。 

  ３款県支出金、１項１目保険給付費等交付金2,400万5,000円の増額につきましては、保険

給付費の増に対する県普通交付金の増額であります。 

  次に、歳出の主なものについてご説明いたします。 

  32ページをご覧願います。 

  ２款保険給付費、２項１目18節負担金、補助及び交付金2,400万5,000円の増額につきまし

ては、高額療養費の増によるものであります。 

  ６款基金積立金、１項１目24節積立金176万3,000円の増額につきましては、前年度繰越金

を国民健康保険事業費支払準備基金に積み立てるものであります。 

  次に、議案第61号 令和６年度鮫川村国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第２

号）につきましてご説明申し上げます。 

  議案書の19ページ、事項別明細書の35ページをお開き願います。 

  補正前の歳入歳出予算総額5,604万円に対し、今回740万5,000円を増額し、補正後の歳入

歳出予算総額を6,344万5,000円とするものでありますが、前年度繰越金を予備費に組み入れ

る補正予算となっております。 

  次に、議案第62号 令和６年度鮫川村村営バス事業特別会計補正予算（第２号）につきま

してご説明申し上げます。 

  議案書の21ページ、事項別明細書の37ページをお開き願います。 

  補正前の歳入歳出予算総額782万7,000円に対しまして、今回262万5,000円を増額し、補正

後の歳入歳出予算総額を1,045万2,000円とするものでありますが、前年度繰越金を予備費に
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繰り入れる補正予算となっております。 

  次に、議案第63号 令和６年度鮫川村介護保険特別会計補正予算（第２号）につきまして

ご説明を申し上げます。 

  議案書の23ページ、事項別明細書の39ページをお開き願います。 

  補正前の歳入歳出予算総額５億2,870万8,000円に対し、今回781万6,000円を増額し、補正

後の歳入歳出予算総額を５億3,652万4,000円とするものであります。 

  初めに、歳入の主なものについてご説明いたします。 

  事項別明細書の40ページをご覧願います。 

  １款保険料、１項１目３節滞納繰越分普通徴収保険料53万9,000円の増額につきましては、

令和５年度分までの滞納繰越分を計上するものであります。 

  41ページをご覧願います。 

  ６款繰入金、１項１目５節低所得者保険料軽減繰入金52万円の増額につきましては、低所

得者の保険料を軽減するため一般会計から繰り入れるものであります。 

  同じく２項１目１節介護給付費準備基金繰入金585万7,000円の増額につきましては、介護

給付費の財源内訳の変更によるものであります。 

  次に、歳出の主なものについてご説明いたします。 

  43ページをご覧願います。 

  ５款諸支出金、１項２目22節償還金、利子及び割引料559万4,000円の増額につきましては、

令和５年度の介護給付費負担金等について国・県に返還するものであります。 

  同じく２項１目27節繰出金210万4,000円の増額につきましては、令和５年度の介護給付費

村負担金等の精算により、村一般会計に繰り出すものであります。 

  次に、議案第64号 令和６年度鮫川村学校給食センター特別会計補正予算（第２号）につ

きましてご説明申し上げます。 

  議案書の26ページ、事項別明細書の45ページをお開き願います。 

  補正前の歳入歳出予算総額１億４万3,000円に対し、今回539万2,000円を増額し、補正後

の歳入歳出予算総額を１億543万5,000円とするものであります。 

  初めに、歳入の主なものについてご説明いたします。 

  事項別明細書の46ページをご覧願います。 

  １款分担金及び負担金、１項１目古殿町負担金60万5,000円の増額及び２款繰入金、１項

１目一般会計繰入金40万8,000円の増額につきましては、運営費の増額によるものでありま
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す。 

  ４款諸収入、１項１目２節滞納繰越分５万円の増額につきましては、給食費納付金滞納繰

越分を計上するものであります。 

  次に、歳出の主なものについてご説明いたします。 

  47ページをご覧願います。 

  １款総務費、１項１目一般管理費、総額101万3,000円の増額につきましては、運営費を計

上したものであります。 

  ３款予備費437万9,000円の増額につきましては、前年度繰越金及び滞納繰越分を予備費に

組み入れるものであります。 

  次に、議案第65号 令和６年度鮫川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につき

ましてご説明を申し上げます。 

  議案書の28ページ、事項別明細書の51ページをお開き願います。 

  補正前の歳入歳出予算総額4,365万2,000円に対し、今回14万4,000円を増額し、補正後の

歳入歳出予算総額を4,379万6,000円とするものであります。 

  歳入歳出についてご説明いたします。 

  事項別明細書の52ページをご覧願います。 

  歳入の１款後期高齢者医療保険料、１項１目４節滞納繰越分普通徴収保険料６万2,000円

の増額につきましては、令和５年度分の滞納繰越分を計上するものであります。 

  歳出の４款予備費につきましては、繰越金の残額を予備費に組み入れるものであります。 

  次に、議案第66号 令和６年度鮫川村簡易水道事業会計補正予算（第２号）につきまして

ご説明を申し上げます。 

  議案書の30ページ、補正予算実施計画の53ページをお開き願います。 

  収益的収入の補正前の予算総額6,687万9,000円に対し、今回60万7,000円を増額し、補正

後の予算総額を6,748万6,000円とし、収益的支出の補正前の予算総額8,508万8,000円に対し、

今回296万7,000円を増額し、補正後の予算総額を8,805万5,000円とするものであります。 

  収入及び支出の主なものについてご説明いたします。 

  54ページをご覧ください。 

  収入の１款簡易水道事業収益、１項１目給水収益60万7,000円の増額につきましては、令

和５年度分までの水道料の滞納繰越分を計上するものであります。 

  支出の１款簡易水道事業費用、１項２目配水及び給水費253万円の増額につきましては、
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塚本地区の空気弁更新工事費を計上するものであります。 

  次に、議案第67号 令和６年度鮫川村集落排水事業会計補正予算（第１号）につきまして

ご説明を申し上げます。 

  議案書の31ページ、補正予算実施計画の57ページをお開き願います。 

  補正前の収益的収入予算総額2,690万円に対しまして、今回104万8,000円を増額し、補正

後の予算総額を2,794万8,000円とするものであります。 

  明細書の58ページをご覧願います。 

  収入のみの補正ではありますが、１款集落排水事業収益、１項１目集落排水使用料104万

8,000円の増額につきましては、令和５年度分までの集落排水使用料の滞納繰越分を計上す

るものであります。 

  以上、議案第59号から第67号までの９議案の説明とさせていただきます。 

  原案にご賛同賜りますようお願い申し上げ、各議案の説明を終わらせていただきます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第６８号の上程、説明 

○議長（前田武久君） 日程第18、議案第68号 鮫川村デジタル田園都市構想総合戦略「基本

構想」の策定についてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、議案第68号 鮫川村デジタル田園都市構想総合戦略「基本

構想」の策定についてご説明申し上げます。 

  議案書の32ページをお開き願います。 

  本案は、鮫川村における総合的かつ計画的な行政の運営を図るため鮫川村デジタル田園都

市構想総合戦略の基本構想の策定について、地方自治法第96条第２項の規定による議会の議

決すべき事件を定める条例の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

  なお、本構想案については、８月20日、まち・ひと・しごと創生有識者会議においてご審

議いただき、承認を得たところであります。 

  以上で議案第68号の提案理由の説明とさせていただきます。 

  原案に賛同賜りますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 
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◎議案第６９号の上程、説明 

○議長（前田武久君） 日程第19、議案第69号 白河地方広域市町村圏整備組合規約の変更に

ついてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、議案第69号 白河地方広域市町村圏整備組合規約の変更に

ついてご説明申し上げます。 

  議案書の37ページをお開き願います。 

  本案は、令和６年４月１日から個人住民税均等割と併せて賦課徴収することとされた森林

環境税について、現在の白河地方広域市町村圏整備組合規約では、滞納整理のための徴収可

能な税として規定されていないことから、徴収可能な税として規定するものです。規約の一

部を変更するものであり、組合を構成する全ての市町村の議会の議決を必要とすることから、

本村議会の議決を求めるものであります。 

  以上で議案第69号の提案理由の説明とさせていただきます。 

  原案に賛同賜りますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第７０号の上程、説明 

○議長（前田武久君） 日程第20、議案第70号 福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更に

ついてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、議案第70号 福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更に

ついてご説明を申し上げます。 

  議案書の38ページをお開き願います。 

  本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用などに関する法律など

の一部を改正する法律の施行に伴い、令和６年12月２日以降、後期高齢者医療の被保険者証

が発行されなくなるため規約の一部を変更するものであります。組合を組織する全ての市町

村の議会の議決を必要とすることから、本村議会の議決を求めるものであります。 
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  以上で議案第70号の提案理由の説明とさせていただきます。 

  原案に賛同賜りますようお願いを申し上げ、説明を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎認定第１号～認定第９号の上程、説明 

○議長（前田武久君） 日程第21、認定第１号 令和５年度鮫川村一般会計歳入歳出決算認定

についてから日程第29、認定第９号 令和５年度鮫川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定についてまでの９議案を一括議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、認定第１号から認定第９号までの９件につきまして、提案

理由をご説明申し上げます。 

  本案は、令和５年度における一般会計のほか、各特別会計の歳入歳出の決算につきまして、

地方自治法第233条第３項の規定に基づき、議会の認定を求めるものであります。 

  決算の事業書の内訳等につきましては、別冊の令和５年度一般会計特別会計歳入歳出決算

書及び令和５年度主要施策の成果及び予算執行の実績をご覧いただきたいと思います。 

  これらを用いた各会計の決算内容などにつきましては、鈴木副村長からご説明申し上げま

す。 

○議長（前田武久君） 副村長、鈴木大介君。 

〔副村長 鈴木大介君 登壇〕 

○副村長（鈴木大介君） 初めに、認定第１号 令和５年度鮫川村一般会計歳入歳出決算認定

についてご説明申し上げます。 

  以下、令和５年度一般会計歳入歳出決算書でご説明いたしますので、決算書の６ページを

お開き願います。 

  令和５年度の歳入歳出決算額ですが、歳入総額は収入済額欄に記載のとおり35億8,523万

7,586円、歳出総額は支出済額欄に記載のとおり32億1,549万8,177円、差引残高は３億6,973

万9,409円となっております。ここから令和６年度へ繰り越すべき財源１億2,216万3,000円

を差し引き、実質収支額は令和６年度一般会計へ繰越しする額欄に記載のとおり２億4,757

万6,409円となります。 

  それでは、歳入決算の主なものについてご説明いたします。 
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  ７ページをご覧願います。 

  以下、表頭の収入済額の欄、表の右から４つ目です、４列目をご覧願います。 

  １款村税２億8,293万7,916円につきましては、村民税、固定資産税の増収などにより、前

年度比941万1,954円の増額となっております。 

  ９ページをお開き願います。 

  10款地方交付税18億6,251万4,000円につきましては、特別交付税の増額があったものの普

通交付税及び震災復興特別交付税は減額になったことにより、前年度比4,512万1,000円の減

額となっております。 

  12ページをお開き願います。 

  14款国庫支出金２億1,848万9,211円につきましては、前年度比9,974万2,884円の減額とな

っております。これは、新型コロナウイルス感染症対策関連事業費補助金の減額及び過年度

災害復旧事業費負担金の減額によるものなどであります。 

  14ページをご覧ください。 

  15款県支出金２億7,489万263円につきましては、前年度比575万6,816円の減額となってお

ります。これは、ふくしま森林再生事業費補助金などの増額があったものの、無線システム

普及支援事業費補助金の減額などによるものであります。 

  16ページをご覧ください。 

  16款財産収入2,200万857円につきましては、前年度比1,620万94円の増額になっておりま

すが、これは主に不要となっていた公用車の売払収入の増額によるものであります。 

  17ページをご覧ください。 

  17款寄附金1,995万3,500円につきましては、前年度比1,103万5,002円の増額となっており

ますが、これは主に農林業振興協力金1,000万円の増額によるものであります。 

  なお、令和５年度におけるふるさと納税は805件、885万円となっており、令和４年度比で

198件の増額、金額にいたしますと約44万円の増額となっております。 

  18款繰入金２億5,648万3,920円につきましては、前年度比1,207万9,568円の減額となって

おります。これは、主に令和４年度におきまして、庁舎空調設備更新事業への単年度限りの

基金繰入金があったため令和５年度は前年度対比で減額となったものであります。 

  21ページをご覧ください。 

  21款村債１億4,350万円につきましては、前年度比600万円の増額でありますが、これは防

災対策事業債及び緊急自然災害防止対策事業債の増額などによるものであります。 
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  続きまして、歳出決算の主なものについてご説明いたします。 

  23ページをご覧願います。 

  以下、表頭の支出済額、表の中ほどの欄をご覧願います。 

  26ページをご覧いただきまして、２款総務費、１項５目14節工事請負費1,100万円につき

ましては、旧国保診療所解体工事に要した経費であります。 

  同じく27ページ、24節積立金３億9,070万541円につきましては、財政調整基金、教育施設

設備基金、公有施設整備基金などを基金に積み立てしたものであります。 

  同じく６目12節委託料2,189万6,052円につきましては、若者未来創出会議などに係る業務、

デマンド交通実証運行業務、草刈り応援隊構築業務、関係人口創出拡大サイト管理システム

構築業務などに委託したものであります。 

  同じく18節負担金、補助及び交付金2,962万5,559円につきましては、地域公共交通協議会

負担金、地方路線バス運行維持対策費補助金などであります。 

  28ページをご覧ください。 

  同じく９目12節委託料2,914万5,812円につきましては、業務改革支援業務、光ファイバー

網など情報機器の保守業務などを委託したものであります。 

  29ページをご覧願います。 

  同じく10目の総額2,496万1,369円につきましては、低所得世帯支援事業給付金及び物価高

騰対策給付金給付事業に係る事務費と給付金であります。 

  32ページをご覧願います。 

  ４項３目の総額579万5,008円につきましては、令和５年４月23日執行の鮫川村村議会議員

選挙に要した経費であります。 

  33ページをご覧願います。 

  同じく４目の総額331万6,309円につきましては、令和５年８月27日執行の鮫川村鮫川村長

選挙に要した経費でございます。 

  35ページをご覧願います。 

  ３款民生費、１項１目12節委託料1,509万6,800円につきましては、村民保養施設さぎり荘

の指定管理業務などであります。 

  同じく18節負担金、補助及び交付金3,738万3,000円につきましては、村社会福祉協議会活

動費補助金などであります。 

  また、27節繰出金3,998万4,487円につきましては、国民健康保険特別会計事業勘定への繰
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出金であります。 

  36ページをご覧願います。 

  同じく３目18節負担金、補助及び交付金4,017万5,363円につきましては、福島県後期高齢

者医療広域連合への負担金などであります。 

  また、27節繰出金1,129万62円につきましては、後期高齢者医療特別会計への繰出金であ

ります。 

  同じく４目27節繰出金8,096万9,000円につきましては、介護保険特別会計への繰出金であ

ります。 

  次に、37ページ、ご覧ください。 

  同じく５目12節委託料381万3,760円につきましては、障害者の相談支援業務、基幹相談支

援センター業務などを委託したものであります。 

  また、19節扶助費１億1,691万5,831円につきましては、障害者自立支援給付費などであり

ます。 

  38ページをご覧ください。 

  ２項２目19節扶助費3,210万5,000円につきましては、児童手当の給付額であります。 

  39ページ、同じく５目の総額2,542万6,431円につきましては、こどもセンターの施設の維

持管理運営に要した経費であります。 

  40ページをご覧ください。 

  同じく７目の総額269万3,616円につきましては、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

に係る事務費と給付金であります。 

  次に、41ページをご覧ください。 

  ４款衛生費、１項１目12節委託料1,314万5,153円につきましては、住民健診業務などに要

した経費であります。 

  42ページをご覧ください。 

  19節扶助費899万5,435円につきましては、社会保険に係る乳幼児、子供、妊産婦の医療費

助成であります。 

  同じく２目12節委託料896万6,012円につきましては、小児肺炎球菌ワクチンや高齢者への

インフルエンザなど定期予防接種のほか、新型コロナウイルスワクチン接種に関する各種業

務に要した経費であります。 

  続きまして、44ページをご覧ください。 
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  同じく４目18節負担金、補助及び交付金8,910万3,000円につきましては、東白衛生組合、

東白斎苑の運営費負担金のほか、合併処理浄化槽設置事業、飲料水確保対策事業の実施者等

に対する補助金であります。 

  同じく27節繰出金7,526万4,000円につきましては、簡易水道事業特別会計、集落排水事業

特別会計への繰出金であります。 

  45ページをご覧ください。 

  ６目14節工事請負費572万円につきましては、保健センター屋根漏水修繕工事を実施した

ものであります。 

  46ページをご覧ください。 

  ６款農林水産業費、１項２目12節委託料3,224万6,030円につきましては、農産物加工直売

所の施設運営に対する指定管理業務などであります。 

  同じく３目７節報償費1,064万4,490円につきましては、大豆生産奨励事業報償などであり

ます。 

  同じく12節委託料485万2,438円につきましては、新規就農者ＰＲ動画制作業務、新規就農

者ＰＲパンフレット等作成業務などを委託したものであります。 

  47ページをご覧願います。 

  18節負担金、補助及び交付金537万7,490円につきましては、イノシシ等による鳥獣被害防

止に係る事業費補助金などのほか、農業次世代人材投資資金といたしまして、令和３年度の

新規就農者１名に対して150万円を交付したものであります。 

  また、24節積立金1,000万円につきましては、令和５年度から青生野太陽光発電所の売電

収入の一部を農林業振興協力金としまして、農山漁村活性化基金に積み立てたものでありま

す。 

  49ページをご覧願います。 

  同じく８目18節負担金、補助及び交付金１億400万2,609円につきましては、農用地保全活

動や多面的機能を維持するための活動を実施した集落に対しまして、中山間地域等直接支払

交付金、多面的機能支払交付金などを交付したものであります。 

  次に、２項１目12節委託料9,165万808円につきましては、ふくしま森林再生事業における

森林整備業務、年度別計画作成業務、同意取得業務、また広葉樹林再生事業における事前調

査業務、森林環境譲与税事業業務などを委託したものであります。 

  50ページをご覧ください。 
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  24節積立金1,849万7,282円につきましては、森林環境譲与税基金及び舘山公園整備推進事

業基金に積み立てたものであります。 

  ７款商工費、１項１目12節委託料6,165万7,500円につきましては、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金を活用して、村民当たり１万円のまめな暮らし応援商品券を２

回交付し、また当該商品券発行業務を村商工会に委託したものであります。 

  18節負担金、補助及び交付金1,358万3,350円につきましては、商工会指導職員設置に要し

た経費などを村商工会などに対して補助したものであります。 

  51ページをご覧ください。 

  同じく３目12節委託料934万4,520円につきましては、四季の風景づくり事業業務、村の魅

力発掘教室業務などを委託したものであります。 

  また、14節工事請負費116万6,000円につきましては、鹿角平観光施設案内標識設置工事に

要した経費であります。 

  53ページをご覧ください。 

  ８款土木費、２項１目12節委託料2,400万9,700円につきましては、国・県道、村管理道路

の雑草刈り払い業務、除雪業務、道路台帳整備業務及び国有林野の貸付測量業務に要した経

費であります。 

  同じく14節工事請負費2,740万1,000円につきましては、道路河川の維持補修に要した経費

であります。 

  次に、54ページをご覧ください。 

  同じく２目12節委託料3,015万1,000円につきましては、村道橋梁修繕調査設計業務、河川

護岸工事の測量設計業務に要した経費であります。 

  同じく14節工事請負費5,603万3,300円につきましては、村道岩野草水口線ほか、１路線の

舗装補修工事、３か所の河川護岸工事に要した経費であります。 

  56ページをご覧ください。 

  ９款消防費、１項２目17節備品購入費528万円につきましては、小型動力ポンプ２台を更

新するため購入したものであります。 

  同じく３目12節委託料4,746万3,900円につきましては、防災行政無線における操作卓更新

業務などを委託したものであります。 

  59ページをご覧願います。 

  10款教育費、２項１目14節工事請負費333万690円につきましては、鮫川小学校における防
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犯カメラ設置工事、スクールバス回転場舗装工事などに要した経費であります。 

  同じく２目13節使用料及び賃借料500万3,333円につきましては、鮫川小学校におけるＧＩ

ＧＡスクール用タブレット借料、教育用パソコン借料などに要した経費であります。 

  61ページをご覧ください。 

  同じく３項１目14節工事請負費804万7,380円につきましては、鮫川中学校における教室Ｌ

ＥＤ照明改修工事、体育館放送設備工事、防犯カメラ設置工事などに要した経費であります。 

  同じく２目13節使用料及び賃借料571万1,737円につきましては、鮫川中学校におけるＧＩ

ＧＡスクール用タブレット借料、教育用パソコン借料などに要した経費であります。 

  66ページをご覧ください。 

  ６項１目18節負担金、補助及び交付金561万5,744円につきましては、さめがわスポーツク

ラブ補助金、鮫川村スポーツ協会補助金などであります。 

  同じく２目12節委託料1,287万4,406円につきましては、村体育施設指定管理業務などであ

ります。 

  67ページをご覧ください。 

  同じく３目27節繰出金3,510万円につきましては、学校給食センター特別会計への繰出金

であります。 

  次に、財産に関する調書のうち基金につきましてご説明いたします。 

  73ページをご覧願います。 

  表の左側になるんですが、（１）財政調整基金の表中、備考欄をご覧願います。 

  繰り出し処分といたしまして、こどもセンター運営事業費など６事業に対して１億8,160

万円を繰り出しし、積立金といたしまして、地方財政法の規定に基づく積立てなど２億

3,641万7,199円を積み立てた結果、決算年度末現在高は７億4,853万3,114円となっておりま

す。 

  次に、表の右側、（２）教育施設整備基金ですが、小学校施設整備事業費など２事業に対

して1,070万円を繰り出しております。積立金としましては、特別積立金など7,001万3,358

円を積み立てた結果、決算年度末現在高は７億5,670万7,537円となっております。 

  75ページをご覧ください。 

  表の右上になります。 

  （13）公有施設整備基金についてですが、繰り出し処分として旧国保診療所解体事業費な

ど４事業に2,060万を繰り出しし、積立金として財産貸与収入など7,561万4,701円を積み立
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てた結果、決算年度末現在高は９億2,765万5,365円となっております。 

  続きまして、認定第２号 令和５年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出

決算認定についてご説明申し上げます。 

  81ページをお開きください。 

  表の欄外をご覧願います。 

  歳入決算額は、収入済額欄のとおり３億9,815万7,367円、歳出決算額は支出済額欄のとお

り３億9,639万4,043円、差引残額176万3,324円となっております。 

  初めに、歳入決算額の主なものについてご説明いたします。 

  82ページをお開きください。 

  表頭の収入済額の欄をご覧願います。 

  １款国民健康保険税7,527万6,670円につきましては、前年度比112万9,600円の増額となっ

ておりますが、これは被保険者の所得額の増によるものであります。 

  次に、歳出決算額の主なものについてご説明いたします。 

  86ページをご覧ください。 

  表頭の支出済額欄をご覧願います。 

  ２款保険給付費２億5,994万7,378円は、前年度比1,211万782円の増額となっております。 

  なお、本村の昨年度の医療費の動向といたしましては、国民健康保険加入者１人当たり前

年度比8.9％の増、１世帯当たりも前年度比7.7％の増となっております。 

  続きまして、認定第３号 令和５年度鮫川村国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出

決算認定についてご説明申し上げます。 

  93ページをお開きください。 

  表外、表の下のところになりますが、歳入決算額は収入済額欄のとおり5,372万900円、歳

出決算額は支出済額欄のとおり4,571万5,079円、差引残額は800万5,821円となっております。 

  初めに、歳入決算額の主なものについてご説明いたします。 

  94ページをご覧ください。 

  １款診療収入3,399万4,804円につきましては、前年度比598万3,924円の減額となっており

ます。これは、診療件数が前年度と比較いたしまして165件減少したことなどによるもので

あります。 

  次に、歳出決算額の主なものについてご説明いたします。 

  96ページをご覧ください。 
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  １款総務費、１項１目12節委託料1,121万5,112円につきましては、医師業務に係る委託料

などによるものであります。 

  続きまして、認定第４号 令和５年度鮫川村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてご説明申し上げます。 

  101ページをお開きください。 

  歳入決算額は、収入済額欄のとおり8,494万1,672円、歳出決算額は支出済額欄のとおり

7,640万6,177円、差引残額は853万5,495円となっております。 

  初めに、歳入決算額の主なものについてご説明いたします。 

  102ページをご覧ください。 

  ２款使用料及び手数料2,506万1,833円につきましては、前年度比26万509円の増額となっ

ております。 

  次に、歳出決算額の主なものについてご説明いたします。 

  104ページをご覧ください。 

  １款総務費、１項１目12節委託料982万4,705円につきましては、公営企業会計法適用化支

援業務などに要した経費であります。 

  続きまして、認定第５号 令和５年度鮫川村村営バス事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてご説明申し上げます。 

  111ページをお開きください。 

  歳入決算額は、収入済額欄のとおり1,911万1,404円、歳出決算額は支出済額のとおり

1,648万5,262円、差引残額262万6,142円となっております。 

  初めに、歳入決算額の主なものについてご説明いたします。 

  112ページをご覧ください。 

  １款使用料及び手数料72万8,220円につきましては、前年度比20万1,070円の減額となって

おります。これは、年間利用延べ人数が前年度と比較し185人減少したことなどによるもの

であります。 

  次に、歳出決算額の主なものについてご説明いたします。 

  113ページをご覧願います。 

  ２款公債費988万4,278円につきましては、過疎対策事業債の繰上償還などによるものであ

ります。 

  続きまして、認定第６号 令和５年度鮫川村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ
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いてご説明申し上げます。 

  119ページをお開きください。 

  歳入決算額は、収入済額欄のとおり4,210万4,649円、歳出決算額は支出済額欄のとおり

3,606万2,901円、差引残額604万1,748円となっております。 

  初めに、歳入決算額の主なものについてご説明いたします。 

  120ページをご覧ください。 

  ２款使用料及び手数料863万7,448円につきましては、前年度比50万8,400円の減額となっ

ております。 

  次に、歳出決算額の主なものについてご説明いたします。 

  122ページをご覧ください。 

  １款施設費、１項１目12節委託料703万8,372円につきましては、公営企業会計法適用化支

援業務などに要した経費であります。 

  続きまして、認定第７号 令和５年度鮫川村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

ご説明申し上げます。 

  129ページをご覧ください。 

  歳入決算額は、収入済額欄のとおり５億232万8,386円、歳出決算額は支出済額欄のとおり

５億225万8,249円、差引残額７万137円となっております。 

  初めに、歳入決算額の主なものについてご説明いたします。 

  130ページをご覧ください。 

  １款保険料8,355万1,880円は、ほぼ前年度と同額となっております。 

  ２款国庫支出金１億2,288万415円は、前年度比389万6,540円の減額となっております。 

  次に、131ページ、３款支払基金交付金１億1,968万4,000円につきましては、前年度比324

万4,000円の増額となっております。 

  ４款県支出金6,729万7,506円は、前年度比408万9,592円の減額となっております。これら

は、いずれも国・県・村及び社会保険診療報酬支払基金がそれぞれの負担割合に応じ負担す

る介護給付費の財源となるもので、令和６年度に精算することになります。 

  次に、132ページをご覧ください。 

  ６款繰入金8,346万9,000円につきましては、前年度比596万9,493円の増額になっておりま

すが、これは介護給付費に対する村の負担金とその事務に係る繰入金でございます。 

  次に、歳出決算額の主なものについてご説明いたします。 
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  135ページをご覧願います。 

  ２款保険給付費４億3,054万6,456円につきましては、前年度比2,220万9,217円の増額にな

っております。これは、施設入所者の増加に伴い介護給付費が増額になったことが主な要因

であります。 

  なお、令和５年度の要介護・要支援の認定者数は221人で、介護給付費を１人当たりに換

算いたしますと194万8,174円、これは前年度比８万3,621円の増額となっております。 

  続きまして、認定第８号 令和５年度鮫川村学校給食センター特別会計歳入歳出決算認定

についてご説明申し上げます。 

  143ページをご覧ください。 

  歳入決算額は、収入済額欄のとおり１億567万8,167円、歳出決算額は支出済額欄のとおり

１億134万9,001円、差引残額432万9,166円となっております。 

  初めに、歳入決算額の主なものをご説明いたします。 

  144ページをご覧ください。 

  １款分担金及び負担金6,001万3,568円につきましては、古殿町から負担いただいているも

のでありますが、前年度比397万5,914円の増額となっております。 

  次に、２款繰入金3,510万円、前年度比510万円の増額及び４款諸収入573万3,905円、前年

度比250万8,618円の減額につきましては、令和５年11月から給食費の無償化を実施したこと

などによるものです。 

  次に、歳出決算額の主なものについてご説明いたします。 

  146ページをご覧ください。 

  １款総務費、１項１目12節委託料1,978万2,871円につきましては、給食調理業務などの委

託に要した経費であります。 

  同じく14節工事請負費873万9,500円につきましては、給湯ボイラー更新工事などに要した

経費であります。 

  続きまして、認定第９号 令和５年度鮫川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついてご説明申し上げます。 

  151ページをお開きください。 

  歳入決算額は、収入済額欄のとおり4,003万3,998円、歳出決算額は支出済額欄に記載のと

おり3,995万259円、差引残額８万3,739円となっております。 

  初めに、歳入決算額の主なものについてご説明いたします。 
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  152ページをご覧ください。 

  １款後期高齢者医療保険料2,863万4,450円につきましては、被保険者の所得額の増などに

より、前年度比231万1,150円の増額となっております。 

  歳出決算額の主なものについてご説明いたします。 

  154ページをご覧ください。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目18節負担金、補助及び交付金3,916万1,162

円につきましては、広域連合に負担金として納付したものであります。 

  以上で、認定第１号から認定第９号までの９件について、各会計の決算認定に係る詳細説

明とさせていただきます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎監査報告 

○議長（前田武久君） ここで、令和５年度鮫川村一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳

出決算について、決算審査意見書が監査委員から提出されておりますので、審査の結果につ

いて報告を求めます。 

  代表監査委員、森洋君。 

〔代表監査委員 森  洋君 登壇〕 

○代表監査委員（森  洋君） それでは、令和５年度鮫川村一般会計及び特別会計歳入歳出

決算審査意見書について、監査委員を代表してご説明を申し上げます。 

  議案書の40ページから44ページであります。 

  第１の審査の実施根拠でありますが、地方自治法第233条第２項の規定による決算審査で

あります。 

  第２の審査の概要でありますが、１の審査の対象は（１）の令和５年度鮫川村一般会計歳

入歳出決算から、（２）から（９）までの令和５年度特別会計歳入歳出決算並びに（10）令

和５年度各基金の運用状況を審査の対象といたしました。 

  ２の審査期間でありますが、令和５年８月１日から７日までの実質５日間実施をいたしま

した。 

  ３の審査手続でありますが、この審査に当たりましては、村長から提出された各会計の歳

入歳出決算書及び歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及

び各種基金の運用状況を示す書類について、関係法令に準拠して調製されているか、また財

政運営は健全か、財産管理は適正か、さらに予算が適正かつ効率的に執行されているかなど
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に主眼を置き、関係諸帳簿及び証拠書類を点検・照合するとともに関係各課等の説明を聴衆

し、審査手続を実施したものであります。 

  第３の決算の概要でありますが、１の各会計の総括では、令和５年度歳入歳出決算の総額

は、一般会計と８つの特別会計を合わせますと、歳入総額48億3,131万4,129円、歳出総額44

億3,011万9,148円、歳入歳出差引額は４億119万4,981円となり、翌年度へ繰り越すべき財源、

いわゆる繰越明許費繰越額１億2,216万3,000円を差し引いた２億7,903万1,980円が次年度へ

繰越しとなる額であります。 

  厳しい財政状況の中で財政運営の効率化を図り、実質収支額が黒字決算になったことに対

し敬意を表します。 

  一般会計の主な事業として、旧国保診療所解体工事、防災行政無線操作卓更新業務、関係

人口創出拡大サイト管理システム構築業務、業務改革（ＢＰＲ）支援業務、高齢者福祉計画

介護保険事業計画策定業務、保健センター屋根漏水修繕工事、新規就農者ＰＲ動画作成業務、

遠ケ竜地区森林整備業務、鹿角平観光施設案内標識新規設置工事、飲料水確保対策事業補助

金、道路及び河川維持補修工事、中学校体育館放送設備修繕工事など、国・県の補助金及び

交付金を積極的に活用し、住みよい村づくりの実現に努められました。 

  徴収関係では、村民税、固定資産税、軽自動車税について滞納繰越分を含め277万8,794円

の収入未済額がありました。これは、前年度と比較すると72万9,821円の増額となります。

このような傾向は、今後も続くものと推察されます。 

  納税は村民全てが負う義務であり、収入未済額の解消に向け、引き続き納税推進と納税に

対する啓発を行い、税収の確保に努めていただきたいと思います。 

  以下は、記載のとおりでありますので、省略させていただきます。 

  42ページの中ほど、３、国民健康保険特別会計から43ページの10、後期高齢者医療特別会

計並びに11の基金会計につきましても、記載のとおりでありますので、省略させていただき

ます。 

  44ページの第４、審査の結果であります。 

  審査に付されました一般会計及び８つの特別会計の収入歳出決算書、歳入歳出決算事項別

明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書は、法令に準拠して作成されており、

決算係数は関係諸帳簿及び証拠書類と符合しており、誤りがないものと認めました。 

  また、各種の基金運用状況を示す書類の計数につきましても、関係諸帳簿及び証拠書類と

符合しており、誤りがないものと認めました。 
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  全会計とも黒字で翌年度へ引き継いだことは喜ばしいことであり、今後も引き続き効率的

な財政運営を図り、村民生活向上のため、各種事業の推進に努めていただきたいと思います。 

  以上により、令和５年度鮫川村一般会計及び各特別会計の決算は正当と認めるものであり

ます。 

  以上をもちまして、令和５年度鮫川村一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見の説明

とさせていただきます。 

○議長（前田武久君） これで代表監査委員の報告は終わりました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議員派遣の件 

○議長（前田武久君） 日程第30、議員派遣の件についてを議題といたします。 

  本件は、鮫川村議会会議規則第122条の規定に基づき、お手元に配付のとおり議員の派遣

を決定しようとするものであります。 

  お諮りします。 

  お手元に配付のとおり議員を派遣したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 異議なしと認めます。 

  よって、議員の派遣については、お手元に配付しましたとおり派遣することに決定しまし

た。 

  なお、お諮りします。 

  ただいま議決いたしました議員の派遣について、諸般の事情により変更する場合は議長に

一任を願いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 異議なしと認めます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（前田武久君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

  19日、20日は午前９時から常任委員会で議案調査を行います。 

  24日午前９時から現地調査を予定しています。 

  なお、21日から23日まで休会といたします。25日は午前10時から本会議を開きます。 

  本日はこれで散会いたします。 
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  ご苦労さまでした。 

（午後 ４時０４分） 
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令和６年第５回鮫川村議会定例会 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

令和６年９月２５日（水曜日）午前１０時開議 

 

日程第 １ 議案第５８号 鮫川村国民健康保険条例の一部を改正する条例 

              質疑・討論・採決 

日程第 ２ 議案第５９号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第３号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ３ 議案第６０号 令和６年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算 

             （第２号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ４ 議案第６１号 令和６年度鮫川村国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算 

             （第２号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ５ 議案第６２号 令和６年度鮫川村村営バス事業特別会計補正予算（第２号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ６ 議案第６３号 令和６年度鮫川村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ７ 議案第６４号 令和６年度鮫川村学校給食センター特別会計補正予算（第２号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ８ 議案第６５号 令和６年度鮫川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ９ 議案第６６号 令和６年度鮫川村簡易水道事業会計補正予算（第２号） 

              質疑・討論・採決 

日程第１０ 議案第６７号 令和６年度鮫川村集落排水事業会計補正予算（第１号） 

              質疑・討論・採決 

日程第１１ 議案第６８号 鮫川村デジタル田園都市構想総合戦略「基本構想」の策定につい 

             て 
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              質疑・討論・採決 

日程第１２ 議案第６９号 白河地方広域市町村圏整備組合規約の変更について 

              質疑・討論・採決 

日程第１３ 議案第７０号 福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

              質疑・討論・採決 

日程第１４ 認定第 １号 令和５年度鮫川村一般会計歳入歳出決算認定について 

              質疑・討論・採決 

日程第１５ 認定第 ２号 令和５年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決 

             算認定について 

              質疑・討論・採決 

日程第１６ 認定第 ３号 令和５年度鮫川村国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出決 

             算認定について 

              質疑・討論・採決 

日程第１７ 認定第 ４号 令和５年度鮫川村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

             て 

              質疑・討論・採決 

日程第１８ 認定第 ５号 令和５年度鮫川村村営バス事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

             て 

              質疑・討論・採決 

日程第１９ 認定第 ６号 令和５年度鮫川村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

             て 

              質疑・討論・採決 

日程第２０ 認定第 ７号 令和５年度鮫川村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

              質疑・討論・採決 

日程第２１ 認定第 ８号 令和５年度鮫川村学給食センター特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

              質疑・討論・採決 

日程第２２ 認定第 ９号 令和５年度鮫川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

              質疑・討論・採決 
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日程第２３ 議会運営委員会の閉会中の継続調査申し出について 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第２３まで議事日程に同じ 

 追加日程第１ 議案第７１号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第４号） 

                提案理由の説明・質疑・討論・採決 

 追加日程第２ 同意第 １号 鮫川村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについ 

               て 

                提案理由の説明・質疑・討論・採決 

 追加日程第３ 同意第 ２号 鮫川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め 

               ることについて 

                提案理由の説明・質疑・討論・採決 

 追加日程第４ 同意第 ３号 鮫川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め 

               ることについて 

                提案理由の説明・質疑・討論・採決 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（９名） 

     １番  窪 木 浩 一 君       ２番  本 郷 弘 義 君 

     ３番  青 戸 義 之 君       ５番  森 田 重 男 君 

     ６番  森   隆 之 君       ７番  遠 藤 貴 人 君 

     ８番  北 條 利 雄 君       ９番  緑 川   茂 君 

    １０番  前 田 武 久 君 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 宗 田 雅 之 君 副 村 長 鈴 木 大 介 君 

教 育 長 藤 田   充 君 総務課長 矢 吹 かおり 君 

住民福祉
課 長 齋 藤 利 己 君 農林商工

課 長 我 妻 正 紀 君 

地域整備
課 長 鈴 木 隆 寛 君 教育課長 渡 邊   敬 君 
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村づくり
推進室長 船 木 博 枝 君 代 表 

監査委員 森     洋 君 

会 計 
管理者兼
出納室長 

鈴 木 千鶴子 君 

─────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

議 会 
事務局長 古 舘 甚 子  書 記 鈴 木 庄 悟  
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──────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（前田武久君） ただいまの出席議員は９人です。定足数に達していますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

  なお、報道機関及び職員に写真の撮影を許可しておりますので、ご了承願います。 

（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（前田武久君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

──────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（前田武久君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告を事務局長にさせます。 

  事務局長、古舘甚子君。 

○議会事務局長（古舘甚子） 諸般の報告をいたします。 

  お手元に配付しました閉会中の継続調査申出書が提出されましたので、ご報告いたします。 

  以上であります。 

○議長（前田武久君） これで諸般の報告は終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５８号の質疑、討論、採決 

○議長（前田武久君） 日程第１、議案第58号 鮫川村国民健康保険条例の一部を改正する条

例を議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第58号 鮫川村国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決します。 
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  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５９号～議案第６７号の質疑、討論、採決 

○議長（前田武久君） 日程第２、議案第59号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第３号）

から日程第10、議案第67号 令和６年度鮫川村集落排水事業会計補正予算（第１号）までの

９議案を一括議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第59号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第３号）を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第60号 令和６年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第

２号）を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第61号 令和６年度鮫川村国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第

２号）を採決します。 



－８３－ 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第62号 令和６年度鮫川村村営バス事業特別会計補正予算（第２号）を採決

します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第63号 令和６年度鮫川村介護保険特別会計補正予算（第２号）を採決しま

す。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第64号 令和６年度鮫川村学校給食センター特別会計補正予算（第２号）を

採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第65号 令和６年度鮫川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を採

決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第66号 令和６年度鮫川村簡易水道事業会計補正予算（第２号）を採決しま

す。 



－８４－ 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第67号 令和６年度鮫川村集落排水事業会計補正予算（第１号）を採決しま

す。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第６８号の質疑、討論、採決 

○議長（前田武久君） 日程第11、議案第68号 鮫川村デジタル田園都市構想総合戦略「基本

構想」の策定についてを議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第68号 鮫川村デジタル田園都市構想総合戦略「基本構想」の策定について

を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第６９号の質疑、討論、採決 



－８５－ 

○議長（前田武久君） 日程第12、議案第69号 白河地方広域市町村圏整備組合規約の変更に

ついてを議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第69号 白河地方広域市町村圏整備組合規約の変更についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第７０号の質疑、討論、採決 

○議長（前田武久君） 日程第13、議案第70号 福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更に

ついてを議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第70号 福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 



－８６－ 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎認定第１号～認定第９号の質疑、討論、採決 

○議長（前田武久君） 日程第14、認定第１号 令和５年度鮫川村一般会計歳入歳出決算認定

についてから日程第22、認定第９号 令和５年度鮫川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定についてまでの９議案を一括議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） これから認定第１号 令和５年度鮫川村一般会計歳入歳出決算認定に

ついてを採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

  これから認定第２号 令和５年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算

認定についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

  これから認定第３号 令和５年度鮫川村国民健康保険特別会計（直診会計）歳入歳出決算

認定についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 



－８７－ 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

  これから認定第４号 令和５年度鮫川村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

  これから認定第５号 令和５年度鮫川村村営バス事業特別会計歳入歳出決算認定について

を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

  これから認定第６号 令和５年度鮫川村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

  これから認定第７号 令和５年度鮫川村介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてを採

決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

  これから認定第８号 令和５年度鮫川村学校給食センター特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 



－８８－ 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

  これから認定第９号 令和５年度鮫川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

てを採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議会運営委員会の閉会中の継続調査申し出について 

○議長（前田武久君） 日程第23、議会運営委員会の閉会中の継続調査申し出についてを議題

といたします。 

  議会運営委員長、森隆之君から、お手元に配付しました次期議会の会期日程等の議会運営

に関する事項について、鮫川村議会会議規則第75条の規定により、閉会中の継続調査の申出

がありました。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査に付したいと思いますが、これにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は閉会中の継続調査に付することに決定いたしました。 

  ここで暫時休議いたします。 

（午前１０時１４分） 

──────────────────────────────────────────── 

○議長（前田武久君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時１５分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（前田武久君） お諮りします。 

  ただいま村長から議案第71号から同意第３号までの４議案が提出されました。 



－８９－ 

  これを日程に追加し、追加日程第１から追加日程第４とし議題とすることにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第71号から同意第３号まで日程に追加し、追加日程第１から追加日程第

４として議題とすることに決定しました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第７１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（前田武久君） 追加日程第１、議案第71号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第

４号）を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、議案第71号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第４号）

につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

  今回の第５回議会定例会におきまして、令和６年度一般会計補正予算（第４号）を追加提

案させていただきます。 

  内容といたしましては、令和５年８月７日に発生いたしました村道内ケ竜・滝ノ下線地滑

り災害復旧事業に要する応急本工事の追加工事及び本対策工事を実施するための予算であり

ます。 

  去る９月11日、12日の２日間にわたり国の災害査定を受けた結果による補正計上であり、

速やかに復旧工事を進める必要があることから、追加提案させていただくものであります。 

  補正予算の事業費内訳等つきましては、議案書及び一般会計歳入歳出補正予算事項別明細

書をご覧願います。 

  それでは、議案書の１ページ、事項別明細書も同じく１ページをご覧願います。 

  補正前の歳入歳出予算総額34億7,890万9,000円に対し、今回３億1,300万5,000円を増額し、

補正後の歳入歳出予算総額を37億9,191万4,000円とするものであります。 

  以下、事項別明細書でご説明いたします。 

  ２ページをご覧願います。 

  初めに、歳入につきましてご説明申し上げます。 



－９０－ 

  14款国庫支出金、１項３目１節公共土木施設災害復旧事業費負担金２億250万5,000円の増

額は、村道内ケ竜・滝ノ下線地滑り災害復旧事業に対する国庫負担金であります。 

  21款村債、１項８目１節公共土木施設災害復旧事業債１億1,050万の増額は、現年度公共

土木施設災害復旧事業債を借り入れるものであります。 

  次に、歳出につきましてご説明申し上げます。 

  11款災害復旧費、１項１目現年度土木施設災害復旧費、12節委託料51万5,000円の増額は、

測量設計費に追加が生じたため増額補正するものであります。 

  14節工事請負費３億644万の増額は、現在施工中である応急本工事に要する追加工事費

1,300万及び本対策工事費２億9,344万を増額補正し、繰越予算と合わせた工事請負費の予算

総額を３億4,444万とするものであります。 

  また、13款予備費605万の増額は、財源内訳の変更に伴うものであります。 

  以上で議案第71号の説明とさせていただきます。原案にご賛同賜りますようお願い申し上

げ、説明を終わります。 

○議長（前田武久君） これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第71号 令和６年度鮫川村一般会計補正予算（第４号）についてを採決しま

す。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎同意第１号の上程、説明、採決 

○議長（前田武久君） 追加日程第２、同意第１号 鮫川村教育委員会委員の任命につき同意



－９１－ 

を求めることについてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、同意第１号 鮫川村教育委員会委員の任命につき同意を求

めることについて、ご説明を申し上げます。 

  議案書の４ページをお開きください。 

  教育委員は、市町村長が議会の同意を得て任命することとなっており、現在、鮫川村教育

委員会の委員の定数は条例で３名とされております。 

  今回、教育委員として任命したい方は、大字西山にお住まいの鈴木千春氏でございます。

住所、生年月日は記載のとおりであります。 

  鈴木氏は、令和２年10月１日から現在まで１期目の教育委員として、令和６年９月30日ま

での任期でご尽力をいただいているところでありますが、さらに４年間、村教育委員会委員

としてご活躍をいただきたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規

定に基づき、議会の同意を求めるものであります。 

  なお、任期は、令和６年10月１日から令和10年９月30日までの４年間となります。 

  以上で同意第１号の提案理由とさせていただきます。原案にご賛同賜りますようお願い申

し上げ、説明を終わります。 

○議長（前田武久君） 本案は人事案件でありますので、質疑、討論を省略したいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 異議なしと認めます。 

  したがって、質疑、討論を省略いたします。 

  これから同意第１号 鮫川村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを採

決します。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 



－９２－ 

◎同意第２号～同意第３号の上程、説明、採決 

○議長（前田武久君） 追加日程第３、同意第２号 鮫川村固定資産評価審査委員会委員の選

任について同意を求めることについてから追加日程第４、同意第３号 鮫川村固定資産評価

審査委員会委員の選任につき同意を求めることについてまでの２議案を一括議題といたしま

す。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、宗田雅之君。 

〔村長 宗田雅之君 登壇〕 

○村長（宗田雅之君） それでは、同意第２号から同意第３号までの鮫川村固定資産評価審査

委員会委員の選任につき同意を求めることについての２件についてご説明を申し上げます。 

  議案書の５ページから６ページになります。 

  固定資産評価審査委員会委員は、市町村長が議会の同意を得て選任することとなっており、

現在３名の委員により運営されておりますが、４期12年間をお務めをいただきました藤元健

次郎氏が９月30日の任期満了をもって退任することとなりました。長い間のご奉職に感謝を

申し上げる次第であります。 

  後任の委員として、大字赤坂中野にお住まいの緑川好之氏を選任いたしたく、地方税法第

423条第３項の規定に基づき、議会の同意を求めるものであります。住所、生年月日は記載

のとおりであります。 

  同じく、９月30日に任期満了を迎える大字青生野にお住まいの岡部忠市氏におかれまして

は、令和３年10月１日から現在まで１期目の固定資産評価審査委員会委員としてご尽力をい

ただいているところでありますが、このたび再任いたしたく、同規定に基づき議会の同意を

求めるものであります。住所、生年月日は記載のとおりであります。 

  なお、任期につきましては、緑川好之氏とともに令和６年10月１日から令和９年９月30日

までの３年間となります。 

  以上で同意第２号から同意第３号までの提案理由とさせていただきます。原案に賛同賜り

ますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（前田武久君） 本案は人事案件でありますので、質疑、討論を省略したいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（前田武久君） 異議なしと認めます。 



－９３－ 

  したがって、質疑、討論を省略いたします。 

  これから同意第２号 鮫川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

についてを採決します。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  これから同意第３号 鮫川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

についてを採決します。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前田武久君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 

○議長（前田武久君） 以上で本定例会に付議されました案件の審議は全て終了しました。 

  これをもちまして、令和６年第５回鮫川村議会定例会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

（午前１０時３１分） 
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